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❸実施報告書 
第 1 章 研究開発の課題 

１ 研究開発課題名 
  変化する社会の中で新たな価値の創造に向けて挑戦し続ける人材の育成 
 
２ 研究開発の目的・目標 
（１）目的 

 課題研究を中心とした教育課程の開発，実践により，研究開発課題に示した人材を育

成する。その目指す具体的な生徒像は，次のとおりである。 

◇ 学びに向かう力と優れた人間性を備え，社会の変化に気づくことのできる生徒 

◇ 主体的に課題を発見し，科学的に解決する思考力・能力を備えた生徒 

◇ 地域の知力を国際的な課題の解決につなげるグローカルな視点を持った生徒 

（２）目標 

 目的とする人材育成達成のため，次の２つの項目を柱として，課題研究を中心とした

教育課程の開発，実践を行う。 

①課題研究の拡大・深化と授業開発による論理的思考力の向上 

 ②課題研究の充実による地域の「知」の拠点の役割の拡大と協働性の向上  

 

３ 研究開発の概要 

（１）課題研究の拡大・深化と授業開発による論理的思考力の向上 

 自ら課題を発見し主体的に活動に取り組み，それを解決する能力の基盤を築くため，

課題研究を１年次生全員と２・３年次ＳＳＨクラス，および自然科学系部活動で実施し

た。１年次生は，今年度から開講された学校設定科目「ＳＳⅠα」「ＳＳⅠβ」におい

て実施した。２・３年次ＳＳＨクラスでは，「ＳＳ探求Ⅰ」「ＳＳ探求Ⅱ」において課題

研究を実施するとともに，科学技術講演会，フェロー講演会等の講演会を実施し，科学

的リテラシーの向上を図った。また，「ＳＳ」を付した数学・理科の学校設定科目の実

施によりアクティブラーニング・評価の研究開発を積極的に行うとともに，職員研修に

よってその成果の普及を図った。 

 「ＳＳⅠα」「ＳＳⅠβ」の実施により，課題研究を全学年への取り組みに拡大する

ことができた。また，教員の指導体制の拡大により，SSH 事業が全校的な広がりを持つ

ようになった。「ＳＳを付した理数系科目」におけるアクティブラーニング・評価の研

究開発，ICT の活用が活発に行われるとともに，研修会の実施によりその成果を波及さ

せることができた。 

（２）課題研究の充実による地域の「知」の拠点の役割の拡大と協働性の向上  

サイエンスステップ，サイエンスジャンプ，サイエンスアカデミー等の取り組みを通

して，地域の学びの場を提供した。課題研究では地域に密着し，地域の課題発見・解決

を推進した。また，大学や研究機関等と連携した講演会，実験・実習，英国 KLB School
との国際交流などにより，生徒の科学的リテラシーを高めるための実践に取り組んだ。 

 サイエンスステップでは，地域の中学生に TA として参加してもらう，科学講座の受

講対象を小学校４年生以上にするなどの実施方法の改善により，中学校との連携が深ま

ると同時に，事業による小学生，および中・高校生の資質・能力の向上を更に効果的に

行うことができた。また，サイエンスラボ，サイエンスアカデミーなどの諸事業を地域

に根ざした内容で実施することができた。 

 

 各事業は，１年次生全員（２３５名）および２～３年次ＳＳＨコース各１クラス（７

６名）を主対象として実施した。また，２・３年次のＳＳを付した理数系科目について

はＳＳＨコースに加え理系コース各２クラス（１５８名）を対象に実施した。一部の事

業（サイエンスツアーⅠ・Ⅱ・Ⅳ，サイエンスラボⅢ，サイエンスアカデミー）に関し

ては，全校生徒を対象に実施した。 



第２章 研究開発の経緯 

 (1) 第１期（平成 24～28 年度） 

第１期５年間においては，次の３つの項目について研究開発を行った。 
①論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育プログラムの研究 
②優れた社会性，国際性を備えた次世代を担う科学者，技術者の育成を目指した効果的な

教育プログラムの研究 
③峡東地域の「知」の拠点校としての在り方と地域のネットワークの構築に関する研究 

 ここでは，下記事業を実施し，教材・指導方法や評価方法の研究を行った。探究的な活動を

重視し，論理的思考力，創造性や独創性等の高揚を目指した効果的な教育課程である「ＳＳ」

を付した理数科目の開発に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 第２期１年次（平成 29 年度） 

 第２期５年間においては，次の２つの項目を柱として，課題研究を中心とした教育
課程の開発，実践を行う。 
①課題研究の拡大・深化と授業開発による論理的思考力の向上 
②課題研究の充実による地域の「知」の拠点の役割の拡大と協働性の向上 

 そのため，第１期の事業内容を継続するとともに，今年度はＳＳ基礎を廃止して新たな学校
設定科目「ＳＳⅠα」「ＳＳⅠβ」を開講し，１年次生全員が課題研究を実施した。 

 

 

①課題研究の拡大・深化と授業開発による論理的思考力の向上 
 前年度よりＳＳⅠ実施のために，理科・数学に限らない教員によるワーキンググループを発足
させ，内容の検討，計画を行った。 
 今年度，１年次職員を中心とした多教科にわたる教員によってＳＳⅠの指導が行われた。ま
た，ＳＳⅠの実施と並行して，来年度開講予定の「ＳＳⅡα」「ＳＳⅡβ」についてワーキンググル
ープで内容の検討，計画を行った。 

 ＳＳを付した理数科目におけるにおけるアクティブラーニング・評価の研究開発，ICT の活用
が活発に行われた。年間を通じての各科目における研究に伴い，４月から全教科へのアクティ
ブラーニングの導入を，関連書籍の活用や備品整備によって積極的に行った。さらに，５～６
月，１０～１１月の年間２回の相互授業参観期間を設定し，全教員が教科を横断しての参観を
行った。その内容についてグループワークによるアクティブラーニング・評価相互研修会を１１
月および１２月に実施し，その成果を共有することで全職員に波及させることができた。 

②課題研究の充実による地域の「知」の拠点の役割の拡大と協働性の向上 
 サイエンスステップでは，第１期において地域の小学校１～６年生を対象に高校生と職員が
指導を行っていた形態から，地域の小学校４～６年生を受講者，中学生を TA，高校生を指導
者とした形態に，今年度変更した。その結果，小学生に実験を通して科学への興味・関心の
向上と，中学生，高校生のコミュニケーション力等の資質・能力の向上に資することができた。 

 課題研究におけるテーマ設定は，上述の「SSⅠα」「SSⅠβ」の他，「SS 探究Ⅰ」に
おいても地域の課題に基づいて行うものを積極的に取り入れた。 

 課題研究実施の基盤として科学技術に対する興味・関心や実験の技能，知識・理解
を高めるためのサイエンスラボでは，今年度山梨県立産業技術短期大学校での実施機
会を新たに設定し，地域社会や職業に直結する内容の実習を行うことができた。 

課題研究を含む科目 ：ＳＳ基礎 ＳＳ探究Ⅰ ＳＳ探究Ⅱ 

ＳＳを付した理数科目 ：ＳＳ数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ＳＳ理科α・β ＳＳ物理Ⅰ・Ⅱ  

               ＳＳ化学Ⅰ・Ⅱ   ＳＳ生物Ⅰ・Ⅱ 

教科外の事業： サイエンスツアー サイエンスラボ 

           サイエンスステップ サイエンスジャンプ サイエンスアカデミー 

課題研究を含む科目：ＳＳ基礎の廃止と「ＳＳⅠα」「ＳＳⅠβ」の開講 

他の事業は継続実施 



第３章 研究開発の内容 

 

Ａ ＳＳ理科α 

 

１．仮説 

 アクティブ・ラーニングをはじめとする授業を通して，探究的な活動を重視した効果的

な教材を開発し，指導方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新た

な教育課程を開発する。「ＳＳ」を付した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学

的リテラシーを育成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。 

２．内容と方法 

 (1) 内容 

高等学校理科の第一段階の科目として，ＳＳ理科β（生物・地学分野）とともに，ＳＳ

理科αとして，物理分野と化学分野を学ぶ。両分野における基本的な自然科学の概念や原

理・法則を理解し，科学的な自然観を育成することを目指す。また，ＳＳⅠβの「理科基

礎実験」と連動し，課題発見，仮説の設定，計画から結果の考察，発表・報告までの科学

的な探究プロセスに沿った実験・観察を行い，主体的に取り組む態度や論理的思考力の向

上を図る。 

物理分野は，力学の内容について扱う。現象から法則性を見つけ出し，原理に基づいて

物体の運動の解析を行う能力の育成を図る。化学分野は，今後の化学の基礎となる物質の

構成粒子，化学結合，物質量と化学反応式について，身近な物質を活用し，我々の生活と

の関わりを重視して進めていく。 

(2) 方法 

 ① 単位数  ２単位 

 ② 対 象  ＳＳＨコース １年次生 

 ③  実施授業 

 実 施 授 業 実 験 ・ 実 習 

 
 ４月 
 
  ５月 
 
 ６月 
 
 ７・８月 
 
 ９月 

《物理分野》 
エネルギーの保存と変換 
速度と変位 

（第１回定期考査） 
 
落下運動 
 
速度・加速度 
 
加速度運動・等速度運動のグラフ 

（第２回定期考査） 

 
多様なエネルギーへの変換 
変位とエネルギー 

 
 
多様な運動の解析 
 
落下運動における変数の変化 
 
運動の状況とグラフの変化 
 

 
１０月 
 
１１月 
 
１２月 
 
 １月 
 
 ２月 
 
 ３月 

《化学分野》 
化学と人間生活，混合物と純物質 
物質とその成分，物質の三態と熱運動 
原子とその構造，イオン，周期表 

（第３回定期考査） 
イオン結合とイオンからなる物質 
分子と共有結合 
分子の極性と分子間にはたらく力 
共有結合の物質，金属結合と金属 
原子量・分子量・式量 
物質量 

（第４回定期考査） 

ブドウジュースの蒸留 
ヨーチンの分離 
サインペンの分離 

  （クロマトグラフィー） 
硫黄の同素体 

炎色反応 

銅を変化させる 

分子結晶の性質 

極性分子と無極性分子 

金属の性質 

 



３．成果と課題 

 (1) 成果 

物理分野では本質的な学びに

つながるよう，実際の物理現象を

教科書の内容と比較させながら

班ごとの議論と発表を行った。そ

の成果として授業を通して学力

がついたと考える生徒が９割を

超える結果となった。 
化学分野では教科書の内容を

できる限り身のまわりの具体例

を示しながら授業を展開した。ま

た，物質の性質については実験を

行った後に，「なぜこのような現

象が起こるのか」を考えさせなが

ら知識の定着を図った。物理分野

と同様に授業に対して肯定的な

意見が得られている。さらに実験

ではレポートの書き方を示し，そ

の評価についてもルーブリック

を用いて生徒に伝えた。その結果

「レポートの書き方がわかった」

という生徒が９割を超えた。 

 (2) 課題 

物理・化学分野共にアクティブ

・ラーニングの手法を積極的に取

り入れ授業を展開してきた。生徒

からは「自分たちで考えることで

頭にしっかり入る。」と好評であ

る。しかし，その取り組みが本当

に良かったのかを評価すること

が非常に難しい。主体的に考え，

深い学びにつなげるための評価

方法を研究していく必要がある。 

また化学分野では来年度 SS 化

学Ⅰへの接続も考えると化学基

礎を選択している生徒たちと授

業進度を合わせる必要がある。そ

のため物質量や化学反応式の量

的関係など数値

処理が必要な分

野にかける時間

が充分でなく，定

着ができるかが

課題となる。 
物理分野 議論と発表 化学分野 ヨーチンの分離 

《ＳＳ理科α授業アンケート》 

 問 1:授業は，①充実感がある ②興味がわく ③つまらない ④何とも言えない 

 問 2:授業は，①集中できる ②緊張する ③眠くなる ④何とも言えない 

 問 3:授業の内容は，①ちょうどよい ②簡単 ③少し簡単 ④少し難しい ⑤難しい 

 問 4:授業の進む速さは，①ちょうどよい ②早すぎる ③早い ④遅い ⑤遅すぎる 

 問 5:実験・実習に意欲的に取り組んでいる。 

   ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問 6:授業を通して学力がついたと， 

     ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問 7:この科目が，①とても好き ②好き ③あまり好きではない ④嫌いだ 

 問 8:レポートの書き方がわかった。 

    ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問 9:実験器具の使用方法がわかった。 

     ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問 10:高校１年生で，理科４科目を学ぶことは大切である。 

     ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 



Ｂ ＳＳ理科β 

 

１．仮説 

 アクティブ・ラーニングや探究的な活動を重視した効果的な教材を開発し，「ＳＳ」を

付した数学・理科の新たな教育課程を開発する。「ＳＳ」を付した理数科目による重点教

育を行い，数学的・科学的リテラシーを育成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を

育むことができる。 

２．内容と方法 

 (1) 内容 

  高等学校理科の第一段階の科目として，ＳＳ理科α（物理・化学分野）とともに，Ｓ

Ｓ理科βとして，生物分野と地学分野を学ぶ。両分野における基本的な自然科学の概念

や原理・法則を理解し，科学的な自然観を育成することを目指す。授業内では,基礎・

基本となる実験・実習を行い，器具の使用方法や操作方法を学ぶ。また，実験レポート

の書き方についても学ぶ。 

 生物分野は，細胞，遺伝子と物質の変化の内容について扱う。「生物とは何か」とい

う問いから始め，科学に対する興味・関心を持たせる。生物の基本単位である「細胞」

の構造・機能から，基本的な代謝，遺伝子の構造とはたらきについて学ぶ。 

地学分野は，地学基礎・地学の宇宙の構成の内容と私たちの生活舞台である地球を構

成している物質，活動について学ぶ。 

 (2) 方法 

① 単位数  ２単位 

② 対 象  ＳＳＨコース １年次生 

③  実施授業 

 

 

 
実 施 授 業 

 
実 験 実 習 

 
 ４月 
 
  ５月 
 
 ６月 
 
 ７月 
 
 ８月 
 
 ９月 

《地学分野》 
地球の概観 
地球の大きさ 
アイソスタシー 

（第１回定期考査） 
 
地球の自転・公転 
惑星の視運動 
 
ケプラーの法則 
ティティウス・ボーデの法則 

（第２回定期考査） 

 

歩測実習 
地球の大きさを測定する 
地質図基礎 

 

 

惑星の視運動 

 
 
 

 
１０月 
 
１１月 
 
１２月 
 
 １月 
 
 ２月 
 
 ３月 

《生物分野》 
生物の特徴 
①生物の多様性と共通性 
②細胞にみられる多様性と共通性 

（第１回定期考査） 
生命活動とエネルギー 
①エネルギーと代謝 
②代謝に関わる酵素 
生物と遺伝子 
①細胞周期とＤＮＡの複製 
②ＤＮＡの構造 
（第２回定期考査） 

 
 
 
 
 
酵素の性質（探究活動） 
 
酵母菌による発酵 
 
 

ＤＮＡの抽出 



３．成果と課題 

 (1) 成果 

＜生物分野＞ 

アクティブ・ラーニングの充実を

図るため，まず，隣の生徒との話し

合いやお互いの考えを共有する活動

を積極的に取り入れ，実際の映像の

視聴など科学に対する興味・関心を

高めることに重点を置き，実践する

ことができた。 

探究活動として酵素の性質の実験

を行い，設定された仮説の検証のた

めに，得られた結果についての考察

をグループ間で共有することで，主

体的で協働的な取り組みを通じて思

考力を高めることができた。 

＜地学分野＞ 

地学分野では，地球の概観等につ

いて学習した後，興味を持つ生徒が

多い天文分野について学習した。天

文分野の学習は，1 年次の前期に学

習するには難解な内容が含まれてい

る。実際，「少し難しい」や「難しい」

と答える生徒の割合が 4 科目中最も

多い。作図による実習や探究的活動

を取り入れ，現在の知識でも理解で

きるような内容を検討し，実施した。 
 

(2) 課題 

  SS 理科の特徴を常に意識し，授

業で取り組む実験・演示・演習を吟

味しながら，限られた授業時数のな

かで，ポイントを抑えた授業を行い，

２年次の「SS 生物」につながる授業

展開を工夫していく必要がある。 

  また，単なる現象の理解，知識

・技能の習得にとどまらず，探求的

な活動の原動力となる興味・関心の

向上や，協同的に実験操作を行おう

とする態度の育成，プレゼンテーシ

ョンに必要な表現の基礎的能力の獲

得など，ＳＳ理科の授業において科

学的リテラシー向上のために実施可

能な内容をさらに検討・工夫していく必要がある。 

《ＳＳ理科β授業アンケート》 

 問１:授業は，①充実感がある ②興味がわく ③つまらない ④何とも言えない 

 問２:授業は，①集中できる ②緊張する ③眠くなる ④何とも言えない 

 問３:授業の内容は，①ちょうどよい ②簡単 ③少し簡単 ④少し難しい ⑤難しい 

 問４:授業の進む速さは，①ちょうどよい ②早すぎる ③早い ④遅い ⑤遅すぎる 

 問５:実験・実習に意欲的に取り組んでいる。 

   ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問６:授業を通して学力がついたと， 

     ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問７:この科目が，①とても好き ②好き ③あまり好きではない ④嫌いだ 

 

SS 理科の授業を通して（物理・生物・化学・地学） 

 問 8:レポートの書き方がわかった。 

    ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問 9:実験器具の使用方法がわかった。 

     ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 問 10:高校１年生で，理科４科目を学ぶことは大切である。 

     ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 
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Ｅ ＳＳ化学Ⅰ

１．仮説

探究的な活動を重視した効果的な教材を開発し，併せて，アクティブラーニングなどの

指導方法・評価方法の研究を行い 「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開発，

する 「ＳＳ」を付した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学的リテラシーを育。

成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。

２．内容と方法

(1) 内容

ＳＳ理科αの化学分野の延長となる科目である。化学基礎・化学の理論化学，無機物

， ， ， ，質 有機化合物の内容をより体系的に 系統的に再編することにより 科学的な思考力

判断力および表現力を育成する。化学的な事物・現象について観察や実験を行い，自然

科学の概念や原理・法則を発展的，応用的，体系的に学び，科学的な自然観を身に付け

る。化学基礎・化学の理論化学の内容を扱い，なるべく身近な物質を活用し，我々の生

活との関わりを重視して進めていく。

(2) 方法

① 単位数 ３単位

② 対 象 ２年次生 ＳＳＨコースおよび理系コース

●は化学基礎の内容，■は化学の内容。③ 実施授業

実 施 授 業 実 験 実 習

４月 １．物質の変化

・物質量と化学反応式● ・化学変化と物質量

５月 （第１回定期考査）

２．物質の状態

６月 ・物質の三態と状態変化■ ・分子量の測定

７月 ・気体の性質■ ・溶解の仕組み

８月 ・溶液の性質■ ・凝固点降下度の測定

９月 （第２回定期考査） ・コロイド溶液の性質

１０月 ３．物質の変化 ・中和反応の量的関係

・酸と塩基の反応● ・中和滴定

１１月 ・酸化還元反応● ・塩の加水分解

（第３回定期考査） ・様々な酸化還元反応

１２月 ・電池と電気分解■ ・様々な水溶液の電気分解

４．物質の変化 ・ファラデー定数の測定

１月 ・化学反応とエネルギー■ ・紫キャベツと電気分解

２月 （第４回定期考査） ・中和熱の測定

３月 ・化学反応の速さとしくみ■ ・ヘスの法則

３．成果と課題

(1) 成果

① 授業アンケート結果

今年度は，ＳＳＨクラスおよび理系高習熟度クラスの２クラスを均等な習熟の３パ

ートで授業展開を行った。授業アンケート集計では，両クラス間に大きな差は見られ

ない 「授業の充実度，内容，進度等」は，肯定的な回答がいずれも75％以上を占め。

た。発展的な内容を重視し「少し難しい」ながらも，充実感があり興味がわき学力が

着いた授業が展開できたといえる。生徒の記述等からもＳＳ化学Ⅰの目標やねらいに

， 。 ， （ ） ，関して 良好な成果が得られている また 実験に関するアンケート結果 次表 は

質問１，３，５で肯定的な回答（①，②）が両クラスで85％以上となっている。しか



し，質問２，４，６の「考察すること，それによる深い学び，またそれを発表するこ

と」においては，両クラスで肯定的な回答に大きな差が生じている。

また，下記アンケートでは，ほとんどの項目においてＳＳＨクラスの肯定的な①，

②の回答が理系高習熟クラスを上回っている。特に(5)(10)(15)(16)の項目で13ポイ

ント以上の差となっており，ＳＳＨプログラムで重視してきた内容の項目である。Ｓ

ＳＨクラスと理系高習熟クラスでお互いに刺激になったことはよかったが 「ＳＳＨ，

クラスの取り組み方がすごかった。見習いたい 」という記述アンケート結果もみら。

れ，意識，発想や実験の取り組み方には差があることがわかる。

② まとめ

１年間ＳＳＨのプログラムを学習してきたＳＳＨクラスとそうでない理系クラスの

差が見えてくる結果となった。ＳＳＨ生徒は，化学に対する興味関心が高く，疑問点

を明らかにしたいという意識が強い。授業内容の延長線上に，ＳＳ基礎・探究等の講

演会や校外研修で学ぶ理論・技術があり，日頃の授業に意欲的に取り組めるという生

徒の意見にも現れている。ＳＳＨの活動が，化学に対する意識や定着率に好影響を与

えていることは確実である。

(2) 課題

ＳＳ化学Ⅰは 「物質の状態 「物質の変化」等の理論化学が中心であり，定量的な， 」，

扱いをする部分が多く，生徒にとっては非常に難しい内容であったと考えられる。今年

（ ） 。度から全教職員でアクティブ・ラーニング ＡＬ による授業を実施することとなった

来年度はＡＬによる授業に加え，パートによる授業深度，実験内容・回数等など差が無

いように努めていきたい。今後も試行錯誤する中で，ＳＳ理科α・ＳＳ化学Ⅰ・Ⅱの継

続性を重視し，最も効果的と思われる化学の指導方法について追求していきたいと考え

ている。

H29

① ② A①+② ③ ④ ⑤ ① ② B①+② ③ ④ ⑤ A-B

1 未知の事柄への興味(好奇心) 19.4 58.3 77.7 8.3 5.6 8.3 7.7 66.7 74.4 17.9 0.0 7.7 3.3

2 科学技術,理科の理論・原理への興味 27.8 58.3 86.1 8.3 0.0 5.6 10.3 69.2 79.5 7.7 0.0 12.8 6.6

3 理科実験への興味 30.6 47.2 77.8 11.1 5.6 5.6 35.9 35.9 71.8 20.5 2.6 5.1 6.0

4 観測や観察への興味 27.8 52.8 80.6 11.1 0.0 8.3 20.5 56.4 76.9 17.9 0.0 5.1 3.7

5 学んだことを応用することへの興味 16.7 61.1 77.8 16.7 2.8 2.8 15.4 41.0 56.4 33.3 2.6 7.7 21.4

6 社会で科学技術を正しく用いる姿勢 19.4 55.6 75.0 16.7 2.8 5.6 12.8 59.0 71.8 15.4 2.6 10.3 3.2

7 自分から取り組む姿勢(自主性,やる気,挑戦心) 38.9 44.4 83.3 13.9 0.0 2.8 25.6 53.8 79.4 12.8 2.6 5.1 3.9

8 周囲と協力して取り組む姿勢(協調性,リーダーシップ) 19.4 63.9 83.3 13.9 0.0 2.8 28.2 53.8 82.0 12.8 0.0 5.1 1.3

9 粘り強く取り組む姿勢 25.0 58.3 83.3 11.1 0.0 5.6 25.6 56.4 82.0 7.7 2.6 7.7 1.3

10 独自なものを作り出そうとする姿勢(独創性) 16.7 61.1 77.8 13.9 2.8 5.6 2.6 61.5 64.1 17.9 0.0 17.9 13.7

11 発見する力(問題発見力,気づく力) 25.0 52.8 77.8 19.4 0.0 2.8 25.6 53.8 79.4 5.1 0.0 15.4 -1.6

12 問題を解決する力 25.0 55.6 80.6 16.7 0.0 2.8 28.2 48.7 76.9 10.3 0.0 12.8 3.7

13 真実を探って明らかにしたい気持ち(探究心) 33.3 47.2 80.5 11.1 0.0 8.3 23.1 59.0 82.1 7.7 5.1 5.1 -1.6

14 考える力(洞察力,発想力,論理力) 22.2 61.1 83.3 8.3 2.8 5.6 15.4 64.1 79.5 15.4 0.0 5.1 3.8

15 結果を発表し伝える力(レポート作成,プレゼンテーション) 27.8 52.8 80.6 11.1 2.8 5.6 15.4 41.0 56.4 33.3 0.0 10.3 24.2

16 国際性(英語による表現力,国際感覚) 2.8 36.1 38.9 41.7 0.0 19.4 0.0 17.9 17.9 48.7 0.0 33.3 21.0

17 科学的な理解の深まり 25.0 66.7 91.7 5.6 0.0 2.8 23.1 59.0 82.1 7.7 0.0 10.3 9.6

《質問》　この授業を受けたことで,学習全般や科学技術,理科に対する興味,姿勢,能力が向上しましたか？

№ 質 問 項 目
ＳＳＨクラス 理系高習熟クラス

①大変向上した　　②やや向上した　　③効果がなかった　　④もともと高かった　　⑤分からない

H29

① ② A①+② ③ ④ ① ② B①+② ③ ④ A-B

1 実験・実習に意欲的に取り組んでいる 38.9 50.0 88.9 8.3 2.8 25.6 59.0 84.6 12.8 2.6 4.3

2 実験にあまり細かい指示を出されなかったことは考えることにつながったと思うか 22.2 63.9 86.1 11.1 2.8 10.3 51.3 61.6 33.3 5.1 24.5

3 実験の考察をすることは重要だと思うか 55.6 41.7 97.3 2.8 0.0 38.5 59.0 97.5 0.0 2.6 -0.2

4 実験の考察をすることに面白さを感じるか 33.3 47.2 80.5 16.7 2.8 17.9 35.9 53.8 43.6 2.6 26.7

5 実験の考察をすることによって知識の習得が効率的にできたと思うか 47.2 41.7 88.9 11.1 0.0 23.1 61.5 84.6 12.8 2.6 4.3

6 実験の結果や考察を発表することは大切だと思うか 41.7 44.4 86.1 13.9 0.0 12.8 43.6 56.4 41.0 2.6 29.7

№ 実験に関するアンケート　　質問項目
ＳＳＨクラス 理系高習熟クラス

　①強くそう思う　　②そう思う　　③あまり思わない　　④ほとんど思わない



Ｆ ＳＳ化学Ⅱ 

 

１．仮説 

 アクティブ・ラーニングをはじめとする授業を通して，探究的な活動を重視した効果的な教材

を開発し，指導方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を

開発する。「ＳＳ」を付した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学的リテラシーを育成

し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

ＳＳ理科αの化学分野およびＳＳ化学Ⅰの延長となる科目である。化学基礎・化学の理論化学，

無機物質，有機化合物の内容をより体系的に，系統的に再編することにより，科学的な思考力，

判断力および表現力を育成する。化学的な事物・現象について観察や実験を行い，自然科学の概

念や原理・法則を発展的，応用的，体系的に学び，科学的な自然観を身に付ける。さらに未来の

科学者として必要な探究的態度と創造性，独創性を育成する。化学基礎・化学の無機物質と有機

化合物の内容を扱い，なるべく身近な物質を活用し，我々の生活との関わりを重視して進めてい

く。応用化学は，大学の専門課程で学ぶ化学の基本事項や概念の入門的内容を扱い，意識を高め

るとともに，大学での学習の橋渡しとしたい。 

 

(2) 方法 

①単位数 ４単位 

②対 象 ＳＳＨコース３年次生および３年次理系コース 

③実施授業  

 実 施 授 業 実験実習 

4月 

 

5月 

 

 

6月 

 

7月 

8月 

9月 

１．無機物質 

 ・典型非金属元素 

 ・典型金属元素 

 ・遷移金属元素   

２．有機化合物 

 ・有機化合物の分類と分析 

〈第 1回定期考査〉 

 

 ・脂肪族炭化水素 

 ・アルコールと関連化合物 

 ・芳香族化合物 

〈第 2回定期考査〉 

 

 

・ハロゲンの性質  ・硫酸の性質 

・硝酸と窒素の酸化物 

・第１・２族の性質 ・両性元素の性質   

・遷移金属の性質 ・沈殿反応の利用 

 

 

・脂肪族炭化水素の性質 

・アルコールとアルデヒド   

・エステル 

・ニトロベンゼンとアニリンの合成 

・サリチル酸のエステル 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

1月 

３．天然有機化合物 

 ・天然有機化合物 

 ・天然高分子化合物 

４．合成高分子化合物 

 ・高分子化合物の性質 

 ・合成高分子化合物    

〈第 3回定期考査〉 

 

５．応用化学（大学への化学） 

 

・単糖類，二糖類の性質 

・デンプン，セルロースの性質 

・タンパク質の性質 

・合成高分子化合物 

 

 

  



問１：授業は， ①充実感がある ②興味がわく ③つまらない ④何とも言えない 

問２：授業は， ①集中できる ②緊張する ③眠くなる ④何とも言えない 

問３：授業の内容は，①ちょうど良い ②簡単すぎる ③少し簡単 ④少し難しい ⑤難しすぎる 

問４：授業の進む速さは， ①ちょうど良い ②早すぎる ③早い ④遅い ⑤遅すぎる 

問５：授業を通して学力がついたと， ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

問６：あなたは，この科目を，①とても好きである ②好きである ③あまり好きではない ④嫌いだ 

 

問７：実験・実習に意欲的に取り組んでいる。 

問８：実験にあまり細かい指示を出されなかったことは考えることにつながったと思うか。 

問９：実験の考察をすることは重要だと思うか。 

問 10：実験の考察をすることに面白さを感じるか。 

問 11：実験の考察をすることによって知識の習得が効率的にできたと思うか。 

問 12：実験の結果や考察を発表することは大切だと思うか。 

問 13：「化学基礎●」教科書と「化学■」教科書の順序を入れ替え，継続的・集中的に学習したことは有効であったと思うか。 

問 14：アクティブ・ラーニング型の授業（グループ学習，生徒による発表中心）は自分たちの学力向上につながったと思うか 

問 15：アクティブ・ラーニング型の授業をより多く入れるべきだ。 

問７～問１５ の回答  ①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④ほとんど思わない 

 

３．成果と課題 

(1) 成果 

 本年度も SSHコース３年次生と

３年次理系コースを合わせてクラ

ス編成を行い，授業を展開した。

習熟別にクラスを編成したことも

あり，授業の難易度は「ちょうど

良い」，「少し難しい」を合わせ

て９５％となり教員側の意図通り

の結果となった。また問５からも

７５％の生徒が，学力向上を実感

として得られていることがわかっ

た。  

 授業の内容として，昨年度に引

き続き実験を行うことで知識を定

着させていくことに重点をおいた。

レポートの提出も義務づけ，考察

することの大切さを生徒に実感さ

せた。問１１から実験の考察によ

り知識を定着させることができた

生徒が８５％を超えていることが

わかる。「単元毎に実験をするこ

とで授業内容が理解しやすく復習

になった。」「レポートを作成す

るのは難しかったが，自

分で必死に考えることで

化学に対して積極的な姿

勢で取り組めるようにな

った。」など生徒自信が

問題を解決しようとする

授業が展開できたと考え

る。また，「実験をグル

ープで行うことで，みん

なで議論し，理解を深め

ながらできたことがよか

った。」という意見から

も生徒が主体的に学ぶ形

の実験が展開できている。 

 

(2) 課題 

アクティブ・ラーニング型の授業を多く取り入れた方が良いという意見が多いが，その手法で

学力の向上につながったと答えた生徒は６０％にとどまった。教師側からの課題の与え方をより

一層工夫していくことが必要である。「実験が一番のアクティブ・ラーニングだと思う。」とい

う生徒の意見を大切にしたい。現在４５分での授業のため実験になると時間が足りなくなること

が多い。生徒がじっくりと細部まで観察し，理論的な考察ができるよう授業時間の確保が求めら

れる。また，普段の授業でも深い学びにつながるような「教え合い」，「学び合い」の授業展開

を増やしていくことで学力向上を目指す。 

授業に対するアンケート結果 
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Ｈ ＳＳ生物Ⅱ 

 

１．仮説 

 主体的・協同的なアクティブ・ラーニングや探究的な活動を重視した効果的な授業方

法を開発し，「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開発する。「ＳＳ」を付

した理数科目による重点教育を行い，数学的・科学的リテラシーを育成し，幅広い学力

を育むことができる。 

 

２．内容と方法 

 (1) 内容 

ＳＳ生物Ⅰの延長となる科目である。生物的な事物・現象について観察や実験を行

い，自然科学の概念や原理・法則を発展的，応用的，体系的に学び，科学的な自然観

を身に付ける。主体的・協同的で深い学びにより，学びに向かう資質・能力を高める。 

 生殖と発生を既習の遺伝子のはたらきと関連づけて学ぶ。動物の反応と行動，お

よび植物の環境応答については，主体的な探究活動により思考力や判断力，表現力を

高める。生物を取り巻く生態系における物質生産，生物多様性について学習し，地球

上の生物の共通性から進化のしくみを既習の内容と関連づけて理解する。最後に生物

の進化と系統について論理的に理解する。 

 

 (2) 方法 

 ① 単位数  ３単位 

  ② 対 象    ３年次生ＳＳＨコース・理系コース 

  ③ 実施授業   

           実 施 授 業     実験実習（●思考学習） 

 ４月 
 

 ５月 
 
 ６月 
 
 ７月 
 
 ９月 

 

 生殖と発生 

  ・減数分裂と遺伝情報の分配 ・配偶子形成と受精 
  ・初期発生の過程   ・植物の発生 

（第１回定期考査）５月下旬 
 動物の反応と行動 
  ・ニューロンとその興奮  

 ・刺激の受容  ・情報の統合   

 ・刺激への反応  

 ・動物の行動 
（第２回定期考査）９月下旬 

 

・動物の胚発生の観察 

・器官の分化と調節遺伝子● 

 

 

・感覚に関する探究活動 

 （４ＱＳの活用） 
・ニワトリの脳の観察 

 
 

 １０月 
 
 １１月 
 
 
 
 １２月 
 
 １月 
 
  

  植物の環境応答   ・植物の反応 
  ・成長の調節  ・花芽形成と発芽の調節 
 生物群集と生態系  
  ・個体群  ・生物群集 ・生態系における物質生産 
  ・生態系と生物多様性 
  （第３回定期考査）１１月下旬 
  生命の起源と進化 
  ・生命の起源  ・生物の変遷  ・進化のしくみ 
  生物の系統   

  ・生物の分類と系統 ・原核生物，原生生物  

 ・植物，動物，菌類 

・幼葉鞘の光屈性● 

・エチレンによる落葉 
 （４ＱＳの活用） 
・標識再捕法モデル実験 
・生存曲線の分析● 

・植物の密度効果● 
・物質生産の分析● 
 

・遺伝子頻度の算出● 
・分子系統樹の作成● 

 

 

 

３．成果と課題 

 (1) 成果 

 授業による生徒の能力等の向上に関するアンケートの結果は，グラフの通りであった。 

昨年度の同じアンケート結果と比べ，顕著な伸びを示したのは，「自分から取り組む姿

勢」「周囲と協力して取り組む姿勢」「発見する力」「結果を発表し伝える力」の４項



目であった。 

 各項目の向上に対して，

効果のあった取り組みにつ

いて調査した結果では，「自

分から取り組む姿勢」「周

囲と協力して取り組む姿

勢」はグループでの思考学

習・問題演習，4QS を用いた

実験のポイントが高かっ

た。また，「発見する力」

はこれらの取り組みのほ

か，質問だけの授業のポイ

ントが高かった。「結果を

発表し伝える力」は，4QS 

を用いた実験と，他クラスとの相互発表とでポイントが高かった。 

 昨年度以上にＳＳ生物Ⅱの研究実践の中でグル

ープでの討議や発表を取り入れたアクティブ・ラ

ーニングを積極的に行うことで，学力の向上につ

なげることができた。調査の自由記述では「授業

によって考える力が身についた」という内容が目

立っており，アクティブ・ラーニングの推進によ

って，生徒自身が「考える力」の重要性を常に意

識するようになり，その向上を授業の目標として

捉えるようになったことも，これらの変化の要因

の一つであると考えられる。 

 昨年度の課題となっていたプレゼンテーション能力については，普段一緒に授業を行

っていない他クラスへの発表を，4QS を用いた仮説設定・実験計画を伴う探究的な実験

と絡めて行ったことで，向上につなげられたと考えられる。（写真） 

 「発見する力」の向上が質問のみの授業で見られたことは，今年度の大きな成果の一

つである。授業者側もあまり意識していなかった部分であったので，次年度以降はこの

能力の向上について生徒に積極的な投げかけを行うなどして授業方法を工夫し，効果を

上げたい。発見する力は，課題研究の実施において，テーマ設定時や実験結果の分析時，

発表における議論などにおいて重要な能力である。これを授業を通じて養成することに

より，授業と課題研究の有機的な結びつきを図ることができると考えられる。 

 

 (2) 課題  

 昨年度までの研究成果からアクティブ・ラーニングによって，生徒の多様な資質・能

力を向上できることが明らかになっており，今年度主体的・協同的な学びの実践によっ

てさらにそのレベルを上げることができた。理科の授業での諸能力の育成を，課題研究

とリンクさせ，相乗効果をあげる方法を研究することが，引き続いての課題である。 

 生徒アンケートで，向上したという回答の少なかった項目のうち，「独自なものを作

り出そうとする姿勢」や「粘り強く取り組む姿勢」はＳＳ生物Ⅱの授業内で十分に向上

させることができるものであると考えられ，これらの向上を図る指導法の開発も次年度

の課題である。 

 さらに，この科目で得られた授業方法についての成果を，他教科へと普及させること

も重要である。今年度，教員の相互授業参観によって，教科を越えた授業改善に向けた

取り組みができた。次年度はさらに具体的な普及方法を検討し，研究の効果を高めるこ

とが重要である。 



Ｉ ＳＳ数学Ⅰ 

 

１．仮説 

 アクティブ・ラーニング（以下「ＡＬ」と表記）をはじめとする授業を通して，探究

的な活動を重視した効果的な教材を開発し，指導方法・評価方法の研究を行い，「Ｓ

Ｓ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開発する。「ＳＳ」を付した理数科目

による重点教育を行うことで，数学的・科学的リテラシーを育成し，大学での高度

な研究の基礎となる学力を育むことができる。 

 

２．内容と方法 

 (1) 内容 

数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め，事象を数学的に考察し処理す

る能力を高め，数学的活動を通して創造性の基礎を培う。数学的な見方や考え方を養い，

２年次以降のＳＳを付した理数科目等で活用する能力を育てることをねらいとする。 

 数学Ⅰ・Ａの内容に数学Ⅱの内容を一部加え，各単元において，基礎・基本の徹

底と探究心の育成をはかる。また，ＡＬを取り入れることにより生徒相互の理解

を培うと共に，基礎基本の定着をはかる。  

 

 (2) 方法 

 ① 単位数  ６単位 

 ② 対 象  ＳＳＨコース １年次生 

 ③  実施授業 

 

今年度は１クラス２パート，習熟度別で上位３分の２と下位３分の１に分けて授業

を行ってきた。どちらのパートも，普通クラスに比べて多くの時間でＡＬを取り入

れており，方法は基本的にはグループ学習である。授業の後半で上位パートは問題

演習の「答え合わせ」や発展問題の「協同」を，下位パートは解法の「教え合い」

 内  容  科目 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

数と式（式の計算・実数・１次不等式）  

２次関数（関数とグラフ） 

    （２次方程式・２次不等式）  

集合と論証（集合・命題と論証）  

データの分析 場合の数と確率（場合の数）  

       （確率とその基本性質・いろいろな確率）  

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学ⅠＡ  

数学Ａ 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

図形の性質（三角形の性質・円の性質・作図） 

（空間図形）課題学習  

図形と計量（鋭角の三角比・三角比の拡張）  

（三角形への応用）  

整数の性質（互除法と不定方程式・合同式・整数の活用）  

方程式・式と証明（整式の乗法・除法と分数式・2 次方程式） 

数学Ａ 

数学Ａ 

数学Ⅰ 

数学Ⅰ 

数学Ａ 

数学Ⅱ 



や基本事項の「学び合い」「確認し合い」を生徒同士が行う形式を取った。  

 

３.成果と課題（数学に関するアンケートの結果による分析） 

(1) 成果 

 

 
ＳＳＨクラス・普通クラスとも約６０％の生徒が高校数学に対して好意的な回答をしてお

り，ＳＳＨクラスと普通クラスに大きな差はないと思われる。一方で，数学の授業への意

欲的参加では，ＳＳＨクラスが９０％以上であり普通クラスの約８０％を上回っている。

また，授業による学力定着の認識（授業を通して学力がついたと思いますか？）について

もほぼ同様な結果であった。これはＳＳＨクラスでＡＬを多く取り入れた成果と考えられ

る。 

 
(2) 課題 

 

授業内容を難しいと感じている生徒が，ＳＳＨクラスで９６％，普通クラスで８６％とな

った。当然ＳＳＨクラスの方が授業で発展的な内容まで扱っているが，発展させていくま

での授業の進め方や気づきのポイントの与え方，時間配分など更なる工夫が必要である。 
 



Ｊ ＳＳ数学Ⅱ 

 

１．仮説 

  主体的・対話的で深い学びを目指した授業を通して，探究的な活動を重視した効果

的な教材を開発するとともに，新たな指導方法・評価方法の研究を行い，「ＳＳ」

を付した数学・理科の新たな教育課程を開発する。「ＳＳ」を付した理数科目に

よる重点教育を行うことで，数学的・科学的リテラシーを育成し，大学での高度

な研究の基礎となる学力を育むことができる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

ＳＳ数学Ⅰの延長となる科目である。数学における概念や原理・法則について理解を

広め，知識の習得をはかり，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに，問

題演習を通して探求的な態度と創造的な能力を育成する。 

数学Ⅱ・Ｂの内容に数学Ⅲの内容を一部加え，各単元において発展的内容を扱い，概

念や原理・法則の理解，定着をはかり，それらを的確に活用できるようにする。 

 

 (2) 方法 

 ① 単位数  ７単位 

 ② 対 象  ＳＳＨコースおよび理系コース２年次 

 ③  実施授業 

 

３.成果と課題 

(1) 成果 

２年生ＳＳＨコースおよび理系コースの男子 75 名，女子 38 名（ＳＳＨ：男 27 女 12，

理系：男 48 女 26）に次頁の Q1～Q17 の「SS 数学Ⅱ」アンケートを実施した。 

 

数学の面白そうな取り組みに参加できる      数学に関する能力やセンス向上に役立つ 

 意識していた  効果があった   意識していた  効果があった 

ＳＳＨ 33.3％    48.7％ ＳＳＨ 51.3％    59.0％ 

理系 43.2％    60.8％ 理系 59.5％    71.6％ 

全体 39.8％   56.6％ 全体 56.6％   67.3％ 

 内  容 科目 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

方程式・式と証明（高次方程式・式と証明） 

図形と方程式（点と直線，円） 

（軌跡と領域） 

三角関数（三角関数） 

（加法定理） 

指数関数・対数関数（指数関数・対数関数） 

数学Ⅱ 

数学Ⅱ 

数学Ⅱ 

数学Ⅱ 

数学Ⅱ 

数学Ⅱ 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

数列（数列とその和） 

（漸化式と数学的帰納法） 

ベクトル（平面上のベクトル・空間のベクトル） 

微分と積分（微分係数と導関数） 

微分と積分（導関数の応用・積分） 

平面上の曲線と複素数平面（平面上の曲線） 

数学Ｂ 

数学Ｂ 

数学Ｂ 

数学Ⅱ 

数学Ⅱ 

数学Ⅲ 



Q1～4 において SS 数学としての意識と 

効果について質問したところ，ＳＳＨ， 

理系ともに意識していた割合以上に効 

果があったと回答している。特に，理 

系については２年次になってから SS 数 

学を履修することになるため，意識し 

ている割合がＳＳＨに比べて高いこと 

が分かる。 

  Q5～17 において Q3 と Q4 で「効果が 

あった」と回答した生徒と「効果がな 

かった」と回答した生徒のクロス集計 

を行い，あまり差がなかったものと， 

大きい差があったものを取り上げる。 

  あまり差がなかったものは「数学の面白そうな取組に参加できる」に対して，Q11

の「粘り強く取り組む姿勢」と Q15 の「真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心）」

であり，続いて Q14 の「問題を解決する力」であった。SS 数学を通して，粘り強さ・探

究心・問題解決力の向上が見られたといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大きい差があったものは「数学の面白そうな取組に参加できる」と「数学に関する能

力やセンス向上に役立つ」に対して，Q12 の「独自なものを創り出そうとする姿勢（独

創性）」であった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  「数学の面白そうな取組に参加できなかった」「数学の能力やセンス向上に効果がな

かった」と回答している生徒の多くは，独創性に対して向上していないと感じているこ

とが分かる。 

 

(2) 課題 

今後は SS 数学を通して生徒に身に着けさせたい力を，教員側で整理し，自主性や問題

発見力の向上を目指し，主体的・対話的で深い学びの実現に向けて授業を開発していく

ことが必要である。 

 
「SS 数学Ⅱ」アンケート 

   SS 数学に以下の利点を意識していましたか 
Q1．数学の面白そうな取組に参加できる 
Q2．数学に関する能力やセンス向上に役立つ 

   SS 数学により以下の効果はありましたか 
Q3．数学の面白そうな取組に参加できた 
Q4．数学に関する能力やセンス向上に役立った 

   SS 数学により以下の興味,姿勢,能力は向上しましたか 
Q5．未知の事柄への興味（好奇心） 
Q6．数学の理論・原理への興味 
Q7．学んだことを応用することへの興味 
Q8．社会で数学を正しく用いる姿勢 
Q9．自分から取り組む姿勢（自主性・やる気・挑戦心） 
Q10．周囲と協力して取り組む姿勢（協調性・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ） 
Q11．粘り強く取り組む姿勢 
Q12．独自なものを創り出そうとする姿勢（独創性） 
Q13．発見する力（問題発見力・気付く力） 
Q14．問題を解決する力 
Q15．真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心） 
Q16．考える力（洞察力・発想力・論理力） 
Q17．成果を発表し伝える力（ﾚﾎﾟｰﾄ作成・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ） 



Ｋ ＳＳ数学Ⅲ 

１．仮説 

 アクティブ・ラーニング（以下「ＡＬ」と表記する）をはじめとする授業を通して，探

究的な活動を重視した効果的な教材を開発し，指導方法・評価方法の研究を行い，

「ＳＳ」を付した数学・理科の新たな教育課程を開発する。「ＳＳ」を付した理数

科目による重点教育を行うことで，数学的・科学的リテラシー・プレゼンテーショ

ン能力を育成し，大学での高度な研究の基礎となる学力を育むことができる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 

ＳＳ数学Ⅰ・Ⅱの延長となる科目である。数学における概念や原理・法則につ

いて理解を広め，知識の習得をはかり，事象を数学的に考察し処理する能力を伸

ばすとともに，問題演習を通して探究的な態度と創造的な能力を育成する。 

数学Ⅲの内容に，大学で学ぶ微分積分学の一部を加え，大学数学への接続をは

かる。大学において学部・学科に関わらず理系なら必ず履修する「微分積分学」

を先取りした形で学習する。微分積分学は，数学Ⅱで基礎を，数学Ⅲでその応用

を学習する。それをさらに発展させた，より数学的な微分積分学をここでは学ぶ。 

 (2) 方法 

 ① 単位数 ７単位 

 ② 対 象 ＳＳＨコースおよび理系コース３年次 

 ③  実施授業 

今回は，ＳＳ数学Ⅲ（以下「ＳＳⅢ」と表記する）実施クラスにはＡＬとしてデジ

タル教科書及びグループ学習の授業を多く実施し，その成果・課題を質問結果をも

とにして，同じ時期に講義・演習中心の文系習熟クラス（以下「その他」と表記する）

と比較して考察した。 

 

３.成果と課題 

(1)  成果                              （単位％） 

授業アンケートの結果から，「授業に興味がわく」と回答した生徒は，ＳＳⅢが７５％，

   内  容 科目 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

複素数平面 

関数と極限 

微分 

微分の応用 

積分とその応用 

面積・体積・長さ 

数学Ⅲ 

数学Ⅲ 

数学Ⅲ 

数学Ⅲ 

数学Ⅲ 

数学Ⅲ 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

ロピタルの定理・テーラー展開（大学で学ぶ微分積分） 

微分方程式（大学で学ぶ微分積分） 

センター対策・二次対策 

センター対策・二次対策 

数学Ⅲ 

数学Ⅲ 

 

 



その他が１０％と，ＳＳⅢが圧倒的に多い。昨年度のＳＳⅢ３７．５％に比べても２倍

である。これは指導方法として，デジタル教科書やグループ学習を高い頻度で取り

入れたこと，また授業内容に身近な事柄や事象を例にした指導が有効だったと考

えられる。その他クラスでの演習では「授業に興味がわく」生徒は少ないが，一方で

「充実感がある」と感じる生徒は３０％であった。 

  

また「授業に意欲的に参加しているか」の質問項目について，ＡＬを多用しているＳＳ

Ⅲクラスにおいては，全ての生徒が肯定している。ＳＳⅢの内容は必ずしも理解が容易な

ものとは言えないが，講義・演習中心のその他（文系習熟クラス）の授業よりも明らかに

意欲的な姿勢で参加しているという自己評価である。ＳＳⅢクラスの意欲的な取り組みは

普段の授業のグループ学習によるＡＬの中でも顕著であり，問題演習などにおいて，相

互に教え合い，また理解しようとする活動が認められる。その他クラスに比べて意欲が高

いことがグループ学習の効果をさらに高いレベルに押し上げていることが伺え，この

ことがＳＳⅢクラス内の相互理解を培い，興味・関心や充実感の高まり，授業に対す

る意欲向上に繋がっていると考えられる。 

(２) 課題 

 

「授業を通して学力がついた」と回答する生徒は，ＳＳⅢクラスにおいては「強くそう

思う」「そう思う」を合わせて５０％であるのに対して，その他クラスは７５％である。

この結果だけを見ると，ＡＬを積極的に取り入れて実践しているＳＳⅢクラスの方が，「授

業を通して学力がついた」と感じていない，とも取ることが出来る。果たしてこの質問項

目に対する結果の差の根拠が，数学Ⅲの内容の難しさによるものか，あるいはＡＬ自体に

よるものか，その他かは，今後検証していく必要がある。 

ＡＬの授業への導入は，その対象生徒・授業進度・授業におけるタイミング・生徒の理

解度等，様々な要素をその時々の具体的な状況に於いて効果的に行うのが理想である。今

後，さらにこの点についての探求を深めていきたい。 



Ｌ ＳＳⅠα・β 

 

１．仮説 

学校設定科目「ＳＳⅠα・β」は１年次生全員で行い，共通テーマとして「山梨を科

学する」を設定した。研究を通して変わりゆく社会と自分とのかかわり方を探究し，研

究手法によって社会とのかかわり方はさまざまであることを理解し，同一のテーマに対

して違う分野からの切り口で課題設定，問題分析，解決案を考察させることによって郷

土山梨の抱える課題を多面的・多角的に捉える視点を養うことができる。 

「山梨を科学する」と「山梨から世界へ」に関する講演会を通じて，学問分野に広く

接する機会を与え，その中から働くことに対する見識を深め，将来に向けて幅広く学ぶ

ことの必要性について認識を深められると考える。 

ＳＳＨクラス（３５名）を対象とした「ＳＳⅠβ」では，「ＳＳⅠα」の内容に加え，

科学講座や課題研究などへの取組により，科学に対する生徒の興味・関心を高め，科学

者や研究者を目指そうとする意識が高まる。また，科学的な研究に主体的，協働的に取

り組む姿勢や創造性が育まれ，課題研究の取り組みに良い影響が表れる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容 主な内容は以下の通り 

≪１年次生全体≫ 

・「職業人と語る」 

職業人を招聘し，生徒と職業人が課題設定や質問内容を共有しながら，語り合ことによ

って，仕事をする上で課題となることや山梨の抱える課題を生徒が主体的に発見する

機会となることを目的としている。 

・「職業人に語る」 

 設定したテーマ・仮説，課題解決に向けて得られた知見をもとに職業人に生徒から解決

策の提案のプレゼンテーションを行うことによって，自己の研究内容を振り返るとと

もに，生徒間の相互評価を行う機会とする。 

・「研究の進め方講演会」及び「プレゼンテーション講演会」 

外部講師を招聘し，研究を進めるための基本的内容を理解し，研究の方法・手法，発信

ツールとして不可欠なプレゼンテーション技術を学ぶことで研究に向かう心構えを学

ばせることをねらいとしている。 

≪１年次ＳＳＨコースのみ≫ 

・「情報数学演習」ワープロや表計算等の基本ソフトの操作方法を学び，科学調査に欠かせ

ない統計の基本や統計ソフトの操作方法を学ぶ。 

・「理科基礎実験」基礎・基本となる化学の実験・実習を行い，器具の使用方法や操作方法

を学ぶ。また，実験レポートの書き方も学ぶ。 

・「山梨を知る講演会」山梨大学，山梨県立大学等の協力を得て，本県の自然・環境や地元

に根ざした産業や本県が世界に誇る科学技術に携わる研究者を招聘し講演会を行う。 

・「ＳＳ英語」フェローによる英語の講演を通じ，国際性や実践的英語力を身につけさせ，

将来の国際的科学者に向けてその基礎基本を固める。 

・「課題研究」は，生徒の希望等により各分野に分かれ，１・２年次生の異年次混合の研究

グループで研究を行う。「課題研究」は，科学系部活動と連動した班別の課題研究であ

り，研究の計画，実施，結果の取りまとめ，成果の発表など，研究を進めるために必要

な一連の過程を経験させる。 

 

 (2) 方法 

①単位数 ＳＳⅠα：１単位（毎週月曜日７校時に実施） 

     ＳＳⅠβ：２単位（毎週月曜日７校時，木曜日７校時に実施） 

②対 象 ＳＳⅠα：１年次生２～６組全員 

     ＳＳⅠβ：１年次ＳＳＨコース全員 

 



③実施内容（概要） 

月 日 SSⅠα・SSⅠβ（月７校時） 講　師 演題または講義内容

4 17 オリエンテーション SSH主任 「SSⅠ」の意義と目的／年間予定の確認
5 1 自分のことをもっと知ろう SSⅠ担当教員 ワークシートを使用し、自己を客観的に観察・表現する

5 8 他者のことをもっと知ろう SSⅠ担当教員 作成したワークシートを活用し、クラス内で相互に交流する

5 15 問題を多面的に捉えよう① SSⅠ担当教員 山梨に関わる共通テーマについてさまざまな角度から考える

5 22 問題を多面的に捉えよう② SSⅠ担当教員 山梨に関わる共通テーマについてさまざまな角度から考える

6 5 問題を多面的に捉えよう③ SSⅠ担当教員 山梨に関わる共通テーマについてさまざまな角度から考える

6 19 職業人による講演① 山梨県総合政策部 「山梨県の現状と未来」
6 26 職業人による講演② 勝沼朝市会　高安一会長 「『勝沼朝市会』の取り組み」
7 3 課題を発見しよう SSⅠ担当教員 講演の内容から自ら課題を発見し、設定する
9 4 研究の進め方講演会 山梨大学　松本潔准教授 研究の進め方についての講演を聞く
9 25 職業人と語る① SSⅠ担当教員 論点を整理し、職業人と語る準備を行う
10 2 職業人と語る② SSⅠ担当教員 課題を持って職業人と語る
10 16 情報を収集・分析して課題を解決しよう① SSⅠ担当教員 職業人との対話・交流から課題を発見し、解決に向けての方法を立案・検討する

10 23 情報を収集・分析して課題を解決しよう② SSⅠ担当教員 課題解決に向けての情報収集を行う
10 30 情報を収集・分析して課題を解決しよう③ SSⅠ担当教員 課題解決に向けての情報収集を行う
11 6 情報を収集・分析して課題を解決しよう④ SSⅠ担当教員 収集した情報の分析を行い、解決策を話し合う

11 13 職場見学事前学習 SSⅠ担当教員 職場見学インタビューシートを作成する
11 27 職場見学事後学習① SSⅠ担当教員 グループ内で発表の手順を確認し準備を行う
12 11 職場見学事後学習② SSⅠ担当教員 グループ内で発表を行う
12 18 表現力をつけよう③ SSⅠ担当教員 グループ研究の内容に近いテーマに関する小論文を書く

1 15 プレゼンテーション講演会 帝京科学大学　永沼充教授 プレゼンテーションについての知識を深める
1 22 職業人に語る① SSⅠ担当教員 プレゼンテーションシートを作成する
1 29 職業人に語る② SSⅠ担当教員 プレゼンテーションシートを作成する
2 5 職業人に語る③ SSⅠ担当教員 グループ内でプレ発表を行う
2 19 職業人に語る④ SSⅠ担当教員 プレ発表での改善点について話し合い、修正する

2 26 職業人に語る⑤ SSⅠ担当教員 職業人に向けて、グループでの研究結果や課題の解決策について提案する

3 12 全体発表①（2h） SSⅠ担当教員 各グループの発表を聞く
3 19 全体発表②（2h） SSⅠ担当教員 各グループの発表を聞く
3 22 １年を振り返ろう SSⅠ担当教員 感想発表／アンケート調査  

 

月 日 SSⅠβ（木７校時） 講　師 演題または講義内容

4 13 オリエンテーション SSH担当教員 １，２年次合同での昨年の課題研究発表会
4 20 課題研究 SSH担当教員 各研究グループでの研究開始
6 8 理科基礎実験①化学 理科：吉岡 実験器具の使い方
6 15 課題研究 SSH担当教員 各研究グループでの研究
6 22 山梨を知る講演会① 山梨大学　岸本宗和准教授 ワインの醸造と微生物
7 20 山梨①振り返り SSH担当教員 プレゼンを作成し、山梨を知る講演会①の振り返り

8 24 SS英 KLB準備 SSH担当教員 姉妹校KLBスクールとの交流準備
8 31 情報数学演習 数学：芦澤 データの分析とグラフの描き方
9 21 フェロー① Dr.Vesna LAVTIZAR Toxic chemicals in the environment
10 12 課題研究 SSH担当教員 各研究グループでの研究
10 19 KLB交流発表会 SSH担当教員 姉妹校KLBスクールと科学をテーマに交流
10 26 課題研究 SSH担当教員 各研究グループでの研究
11 2 課題研究 SSH担当教員 各研究グループでの研究
11 9 課題研究 SSH担当教員 各研究グループでの研究
11 16 山梨を知る講演会② 県立大学　輿水達司特任教授 地域の自然から地球の仕組みを探る
12 14 山梨を知る講演会③ 山梨大学　田中功教授 クリスタルと超伝導
1 18 課題研究 SSH担当教員 各研究グループでの研究
1 25 ＳＳⅠβまとめ SSH担当教員 １年間のまとめ
2 22 フェロー② Dr.Carlos SANCHEZ MUNOZ 量子状態の光を用いた多光子吸収とその生物への応用

3 15 ＳＳⅡβ準備 SSH担当教員 来年度の研究について  

 

 



３．成果と課題 

(1) 成果（評価） 

・「研究の進め方講演会」 

 これから本格的に研究活動が始まるのを前に山梨大学生 

命環境学部 松本 潔 准教授を招聘し，「研究の進め方」と 

題した講演を１年次生全員に行った。「研究とは何か，テ 

ーマはどのように設定するのか，どのように研究を進める 

のか」など研究方法の基本的手順とその方法について理解 

させることにより，科学的知見を重視する必要性について 

の認識を深めさせた。 

・「情報を収集・分析して課題を解決しよう」 

 ４回にわたり分野ごとに「職業人と語る」から得た情報 

をもとに山梨県が抱える課題の解決に向けて，テーマや仮 

説の設定・研究方法等について様々な手法を用いて検討を 

深め，多面的な視野で多角的に分析する生徒の姿が見られ 

た。今後さらに，解決すべき課題等についても議論を行う 

ことができている。 

ＳＳⅠβで実施した各講座

は，学問・進路・職業を考え

る上で「役立てられた」「やや

役立てられた」とアンケート

に解答する生徒が９割を越え，

ＳＳＨコースの生徒にとって

大変有意義な時間であったよ

うだ。特に課題研究では，「班

のみんなで意見を出し合いな

がら，完成に近づくことがで

きた」「何度も何度もやっているうちに，いいものを作れるようになっていった」「自分の

意見をしっかり言えるようになった」などと記述する生徒が多数見られた。 

また，２～６組の生徒と合同で行った月曜７校時の時間についても，ＳＳＨコースの生

徒と他のクラスの生徒と取り組みに「違いを感じた」（80％）としながらも，「学年単位で

同じことが学べたので，多くの人と意見を共有できてよかった」「様々な人の発表や意見な

どを聞いて，ＳＳＨクラスの一員としてもっと積極的にならなければいけないと感じた」

など，ＳＳⅠβのうち年次共通の１時間を肯定的に捉える生徒が多かった。 

 

（2）課題 

 今年度より学校全体でＳＳＨ活動を推進する試みとして，ＳＳⅠαが行われている。一

年間取り組む中で明らかになった課題点は以下の通りである。 

 まず，１次年次全員の生徒が対象になることから，研究へ向かう生徒の主体性をいかに

育むことができるかが大きな課題である。興味関心が低い生徒への指導のためにも外部講

師を招聘し，研究内容が社会と密接に関連していることを自覚させることによって，意欲

を高めるための工夫改善を行っているところである。 

次に，十分な指導時間の確保である。テーマや仮説の設定，研究手順とその方法など科

学的知見に基づく研究を行うためには，ＳＳⅠαのみの指導に留まらず，学校教育全体を

通じた指導体制の確立や教科・科目間の更なる連携が求められる。 

ＳＳＨコースのＳＳⅠβは，昨年度まで木曜６・７校時の２時間であったが，今年度は

曜日を分けた２時間となったので，実施が困難な場面も多かった。また，現２年次と実施

時間がずれたため，前年次から引き継がれた課題研究の実施も困難であった。来年度以降，

同じ時間で１・２年次が進むことになるので，システムの再構築が課題である。 

 

 



月 Ｓ　Ｓ　探　究　Ⅰ 講師 演題または講義内容
4 オリエンテーション SSH担当教員 １・２年次合同。昨年度の活動成果をプレゼン。

4 課題研究・テーマ決定 SSH担当教員 各研究グループでテーマを決めて活動開始。
4 課題研究・全国出場決定 SSH担当教員 各研究グループ。
5 科学オリンピック準備① SSH担当教員 科学オリンピック出場種目決定、過去問調査。
5 科学オリンピック準備② SSH担当教員 科学オリンピック過去問調査。
6 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。
6 科学技術講演会① 国立遺伝学研究所　中村　保一 「ゲノム情報学への招待」
6 科学技術講演会② 東北大学電気通信研究所　三森　康義 「光と物質の相互作用に関する先端技術」
7 科学技術講演会③ 山梨大学大学院医学工学総合研究部　相原　正男 「認知神経科学より見た心の発達」
7 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。
8 SS英語 KLB準備 英語科　小尾 10月のKLB来校の際に発表する内容の検討。
8 科学技術講演会④ 早稲田大学　渡邊　公夫 「０～９円陣に“数学 ”の構造はあるか？」
9 SS英語 フェロー①事前学習 英語科　小尾 講演のキーワードを学習し、内容について把握。

9 SS英語 フェロー① 神戸大学 Vesna  LAVTIZAR 「有機バイオサイドと銅による相乗的な毒性作用メカニズムの理解」

10 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。
10 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。
10 SS英語 ＫＬＢ交流発表会 SSH担当教員 姉妹校KLB（ｲｷﾞﾘｽ）来校。科学をテーマに交流。

10 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。研究発表会準備。
11 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。研究発表会の発表練習。
11 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。研究発表会の反省と今後の展望。

12 科学技術講演会⑤ 物質・材料研究機構　川喜多　仁 「物質・材料と化学」
12 科学技術講演会⑥ 海洋研究開発機構　廣瀬 重信 「降着円盤のココが面白い！」
12 科学技術講演会⑦ 国立天文台　渡部 潤一 「宇宙生命は存在するか」
1 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。ポスター作り。
1 課題研究 SSH担当教員 各研究グループ。来年度の予定。
1 ＳＳ探究Ⅰまとめ SSH担当教員 １年間のまとめ。
2 SS英語 フェロー②事前準備 英語科　小尾 講演のキーワードを学習し、内容について把握。

2 SS英語 フェロー② 理化学研究所CarlosSANCHEZ MUNOZ 博士 「量子状態の光を用いた多光子吸収とその生物への応用」

Ｍ ＳＳ探究Ⅰ 

 

１．仮説 

科学講座や課題研究などを通して，科学に対する生徒の興味・関心を定着させ，さらに

外国人講師による英語の講演で生徒の国際的科学者を目指す足がかりを築き，大学や研究

機関と連携した先進的な数学および理科教育を展開する。それにより，研究に主体的・協

働的に取り組む姿勢や創造性が育まれ，科学的能力の向上に良い影響が表れる。これらの

取り組みを通じて，数学・理科にとどまらず他の教科にも主体的な学びが広がる。 

 

２．内容と方法 

(1) 内容  

・「科学技術講演会」 

外部より講師を招き，先進的な研究や社会問題について日本国内にとどまらず世界に目

を向けた視点で講演を頂いた。分野，演題は以下の表の通り。 

・「課題研究Ⅰ」 

 生徒を物理・化学・生物・地学・数学の各グループに分け，各専門分野の教師と共に疑

問点，問題点について検討し，テーマ決定や基礎研究を行った。それぞれのテーマ設定

や研究にかかる時間は様々で授業時間以外で自然科学部系の活動として研究を継続し

た。 

・「ＳＳ英語（講演会・交流会）」 

講演会に関しては，事前学習を英語科と理科共同で行い，生徒の内容理解の一助とした。

姉妹校である KLB 校との交流会では，同年代の外国人とふれあう機会が持てた。分野は

以下の表の通り。 

・「科学系コンテスト（オリンピック）と科学の甲子園山梨県予選の参加」 

 上記３種の講座の成果を日々の授業の内容と連動し，ここまで培った力を試す大会に参

加した。 

 

 (2) 方法 
①単位数 ２単位（毎週木曜日６７校時に実施） 
②対 象 ＳＳＨコース ２年次生 
③実施内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．成果と課題 
(1) 成果 
・科学技術講演会より 
 生徒アンケートより，年間７講座実施した科学

技術講演会の「興味・関心」「内容のレベル」「理

解度」を右図に示す。 
 生徒は，高度な難易度の講演内容に対しても興

味・関心を示し，内容の理解に努めたといえる。

講師の先生方には，最先端の研究内容を話すだけ

ではなく，高校生の視点に立ってかみ砕いて説明

していただいた。また，講演の終わりには，毎回

多くの質問が出て，時間を延長して講師に対応し

て頂いた。講師とのやりとりの中で，生徒の科学

技術に対する能力の向上を見ることができた。 
 
 また，講演会の記録を毎回一枚のワークシート

にまとめたり，全７回の講演会を継続的にまとめ

るシートを作成させた（右下図）。この中の記述に

おいても，知識を得ることの喜びや，研究者への

憧れ，英語力の重要性など，将来につながるであ

ろう記述が多く見られた。 
  
以下「科学技術講演会」に関する生徒感想 
 
○科学技術は，どんどん進歩を遂げている。今後の

発展に期待すると共に，自分もそれに貢献したいと

思った。 
○さまざまな分野でかなり高度な研究が進められて

いることが分かった。もっと知りたいと思った。 
○科学は万能のように思えていたが，意外と解明さ

れていないことも多いことが分かった。 
○見えないもの，分からないものを分かるようにす

るため，様々な分野から色々な見方をする必要があ

ると思った。 
○「知りたい」と思う気持ちを持つことの大切さを

知ることができた。 
○科学技術は挑戦し続けていると思う。人類の謎・

未来・過去を支え，さらには時間や宇宙までもを超

えていく科学は，この世に必要不可欠な存在である

と思った。 
 



・SS 探究全体を通じて 
 生徒アンケートより，生徒は SS 探究の時間をおおむね有意義な時間であったと自己評

価している（下図）。仮説に記した科学的能力の伸長に関しては，KLB 校との交流会にお

いて７名が否定的評価をしているが，これは自身の科学的能力を高めることより，「自分

達が行った研究を KLB 校の生徒達に伝えること」に主眼がおかれたためであることが感

想文から読み取れた。既に進路選択を文系へと考えておる者が３９名中７名いることを

考えると，科学的能力の伸長が生徒の実感にあると言える。  

 
 以下のアンケート結果からも科学的能力の伸長は読み取れ，科学者として研究してい

く姿勢が身についてきたと思われる。 

 
・科学系コンテスト（オリンピック）について 

今年度の参加状況は右表の通りである。他校の生徒と交わる

中で，緊張感のある大会参加となり，良い刺激を受けることが

できた。また，「科学の甲子園山梨県予選」に 2 チームエントリ

ーをした。結果は，予選敗退であったが，チーム内で多くの意

見交換ができ，主体的に取り組んでいた。 
 
(2) 課題 
 科学技術講演会は，日本トップレベルの研究者

を招聘して行われ，生徒の科学技術力向上のため

に有益なものとなっているが， 
生徒の知識量・理解度が少なすぎるため，せっか

くの機会が十分に活かされていない。今後は，外

国人講師による英語講座と同じように，本校教師

による事前学習を入れ，ある程度の予備知識があ

る中で講演を聴かせることも検討すべきである。 
 また，物理オリンピックの参加が０名だったの 
は，課題レポート提出が５月なので，１年次から 
声かけをする必要がある。 

科学系オリンピック参加状況 

物理 0 名 

化学 12 名 

生物 9 名 

地学 5 名 

数学 7 名 

情報 3 名 

数字は人数 数字は人数 



Ｎ ＳＳ探究Ⅱ 

 

１ 仮説 

  

ＳＳ探究Ⅱは，「課題研究Ⅱ」「ＳＳ英語」の２種 

類の講座から成り立ち，課題研究Ⅱは，２年次までの 

グループの課題研究と異なり，個人での課題研究であ 

る。１年次より継続してきたそれぞれの研究に基づき， 

新たな課題を設定し，研究を進める。最終的には研究 

要旨を論文としてまとめ，科学研究として完成させる。 

１・２年次に実施したＳＳ基礎・ＳＳ探究Ⅰで大学や 

研究所の講師による講義や実習・実験や，数学や理科 

英語他すべての教科で学んだことなどの成果から，自    写真：発表評価シート 

ら課題を見つけてテーマを設定し，自身の興味関心強い分野の課題研究を進める。自らの

問題に対して，仮説・モデルを設定し実験計画を立案，それらに対して実験，調査する。

さらにそれらの結果を統計的に分析し考察する。このことにより科学的に研究する能力や

将来研究にかかわろうとする積極的な意欲を喚起することができる。 

 

２ 内容と方法 

 

(1) 内容 

  生徒自ら課題を見つけ，テーマを設定させ，設定したテーマについて研究・調査を

主体的に行った。また，研究・調査した結果を考察し，プレゼンテーションソフトにま

とめたものを，クラス内で発表し，その要旨を論文としてまとめた。英文の要旨にも挑

戦した。その中から２名の代表を決定し，年次全体で個人研究発表の機会を設けた。 

 「SS 英語」では，２回のフェロー講演会を実施した。 

 

(2) 方法 

① 単位数 １単位 

② 対 象 ＳＳＨコース ３年次生 

③ 実施内容 

各自でそれぞれの空いている時間や，授業時間を有効に活用し，調査・実験を行った。 

 パソコン教室を開放し，ＰＣで処理やまとめを行い，中間発表，校内研究発表，研究

用詩集原稿作成の準備を行った。評価シートを活用し，生徒間で相互評価を実施した。 

 

３ 成果と課題 

 

 (1) 成果 

①研究内容（対象生徒３７名） 

  分野 研究数 研究テーマ例 

情報・数学 ３ 教室からの脱出（渋滞学を応用して） 

物理学 ８ バレーボールの違いと流体力学について 

化学 ６ 農薬散布による水質への影響 

生物学・医学 １１ カナメモチ（日川高校弓道場）の発育の違い 

地学 １ 日川高校庭球場改造計画 

その他 ８ 日本人の英語発音 

    その他のテーマについては，こども虐待，スポーツ心理学など多数 



②年間の取り組み状況 

 

 

(2)今年度の取り組みの特徴 

①図書室の利用 

あらゆる分野の書物に触れ，視野を広く持って一つの研究に対する調査や記録を

進めていくよう提案した。図書館はその実現のための重要な施設であり，授業中で

も生徒達は図書室，ホームルーム教室，パソコン教室を行き来する姿が目立った。

この取り組みにより，一つの概念をインターネット上の検索という方法のみに依存

せず，他分野の書物を手に取り，確実でかつ多岐にわたる情報を手に入れることが

可能となった。 

②中間発表会の実施 

２年次までは聞き手に背中を向けてしまう，原稿を見ながら話をするため下を向

いているなどの姿勢が多く見られたが，その傾向はほぼ改善していた。これを足が

かりにプレゼンテーション能力も向上したと自己評価している生徒が大半であっ

た。また，クラス内でそれぞれの設定した研究テーマについて意見交換を積極的に

行い，個々の取り組みを評価し合う時間を設けた。生徒はこの経験を有効に活用し，

実験を追加する，別の視点で考察を加えるなど，生徒間で評価し合いお互いに成長

し合う機会を得た。研究を進めていく上で大きな成果につながる一歩を踏んだ。 

③スポーツ科学の視点 

クラス全員が部活動に所属している。特に運動部に所属する生徒がクラス全体の

６５％を占めている。この現状を踏まえ，研究テーマの設定としては，自分の所属

する部活動にちなんだテーマを設定する生徒がおり，中でもインターハイに出場し

た女子ハンドボール部では自身の運動経験を科学的に解析する試みを実践した。こ

の研究を基盤として，科学的に部活動を強化するために少しでも日頃のＳＳＨ活動

を活かせる流れを構築していきたい。 

④英語力強化 

4 17 月 研究テーマ決定 課題研究Ⅱ
24 月 研究計画立案 課題研究Ⅱ

5 1 月 　　〃 課題研究Ⅱ
8 月 　　〃 課題研究Ⅱ

15 月 研究調査・実験・記録 課題研究Ⅱ
22 月 研究調査・実験・記録 課題研究Ⅱ

6 5 月 中間発表会 課題研究Ⅱ
26 月 中間発表会 課題研究Ⅱ

7 3 月 中間発表会 課題研究Ⅱ
10 月 中間発表会 課題研究Ⅱ

9 25 月 研究調査・実験・記録 課題研究Ⅱ
10 2 月 フェロー①事前学習 SS英語・課題研究Ⅱ

16 月 フェロー① SS英語・課題研究Ⅱ
23 月 発表のまとめ SS英語・課題研究Ⅱ
30 月 発表のまとめ SS英語・課題研究Ⅱ

11 6 月 発表のまとめ SS英語・課題研究Ⅱ
13 月 クラス内研究発表会 SS英語・課題研究Ⅱ
27 月 クラス内研究発表会 SS英語・課題研究Ⅱ

12 11 月 年次全体発表会 SS英語・課題研究Ⅱ
18 月 年次全体発表会 SS英語・課題研究Ⅱ

1 15 月 年次全体発表会 SS英語・課題研究Ⅱ
22 月 研究要旨完成 SS英語・課題研究Ⅱ
29 月 SS探究Ⅱを振り返って 課題研究Ⅱ
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海外研修 
新入試対策 

是非実施 実施して あまりしないで 実施しないで 

今年度は，英語のアブストラクトに夏休み以降に取り組み，科学英語としての集

大成を確立させた。具体的な取り組みとしては，研究要旨をまとめた後，さらにそ

の内容を数行の文章で要点としてまとめ上げ，それらをアブストラクトとして英訳

した。生徒達は様々な分野の研究を行っているわけであるが，それらを英語科の教

員，ＡＬＴ（英語で）に口頭で伝え，理解をしてもらい英文の添削を受けた。研究

内容の説明の過程は表現力の向上につながった。 

⑤全体の反省 

「もっと早い時期に個人研究を進めるべきである」という意見も出た。しかしな

がら，今年度のテーマ一覧によると，各教科の集大成の時期を待ってこの取り組み

を行うことは，研究テーマの融合や英語力の強化に向けて，非常に有効であると推

察できる。 

  ⑥研究テーマについて 

   過去３年間と比較して，研究テーマが内容的に分野の融合（例：数学と物理学）

や英語や医学分野など，自身の生徒の進路実現のための具体的な手立てとして活用

されていることがうかがえる。進路希望調査と研究テーマにはある程度の一致が見

受けられた。この取り組みは，現在２期目１年次の実施しているＳＳⅠα，ＳＳⅠ

βにつながる成果といってもよい。 

  (3)研究の成果  ～アンケートの実施結果より～ 

  生徒はこの３年間のＳＳＨ活動全般を踏まえ，おおむね肯定的な自己評価を出すこ

とができた。しかし，プレゼンテーションの進め方に関しては未だ解決できていない

課題を少数の生徒が抱えていることがうかがえる。 

   主体的に探究活動を行い，問題解決に向けて調査・実験を行いその取り組みをま

とめる経験は，大学へ進学することへの大きな自信となり，その足がかりを作るこ

とができたと確信する。 

 

(4)課題  ～生徒アンケートコメントより～ 

  時間の確保が困難であった。もっと早い時期に始めることができれば良かった。

普段の授業では経験できないことが可能になった。科学的な考え方や姿勢を身につ

けることができた。など，生徒は肯定的な意見と否定的な意見両方を一人で持って

いる。この経験は物事を客観的に受け止め，相手に情報発信ができる成果ともいえ

る。現状は時間の確保が難しく目先のことで，処理能力は限界であった。反面，以

下のアンケート結果に示すとおり，大学入試が大きく変わろうとしている現状を踏

まえ，今後研究活動は続けていく方向性を示唆している。 
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効果的なプレゼン 
研究内容まとめ 

興味・関心 
科学的能力・姿勢 

学問・進路・職業観 
ＳＳＨ全般評価 

自分自身評価 

できた まずまずできた あまりできなかった できなかった 
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Paper planesEstablishment of linear technology and future

Attraction of Grapes Gemini meteor shower
Mt Fuji Grass cultivation
The fairy of Yamanashi Soccer and correlation coeffieient

KLB

KLB
KLB

KLB

KLB



Ｑ サイエンスツアー 

 

１．仮説 

 サイエンスツアーにより生徒の科学者，研究者への意識が一層向上する。また，研究

に主体的，協働的に取り組む姿勢や創造性が育まれ，課題研究の取り組みに良い影響が

表れる。 

 

２．内容と方法 

 (1) 内容 

 最先端の研究や技術に触れることで，科学技術に対する興味･関心が高まり，知的好

奇心や探究心が育つ。また，研究者との交流を通し，研究に取り組む姿勢や課題発見

の視点なども学び取ることができる。 

 泊を伴うものは長期の夏季・春季休業を利用する。ぐんま天文台・核融合科学研究

所・理化学研究所・国立天文台・種子島宇宙センター等，いずれかを生徒の興味関心

を考慮し設定する。 

 

 (2) 方法 

 ① 対 象  ＳＳＨコース １，２年次生 その他の希望者 

 ②  実施内容（平成２９年度） 

名称  実 施 内 容 

サイエンスツアーⅠ 

（１年次） 

7月25日（火） 

 国立極地研究所 ぐんま天文台 

7月26日（水） 

 渡良瀬遊水地 

サイエンスツアーⅡ 

（２年次） 

7月25日（火） 

 トヨタ博物館 生理学研究所 分子科学研究所 

 基礎生物学研究所 

7月26日（水） 

 核融合科学研究所 

サイエンスツアーⅢ 

（２年次） 

2月15日（木） 

理化学研究所・国立天文台研修 

サイエンスツアーⅣ 

（２年次） 

3月14日（水）移動日 

3月15日（木） 

屋久島研修（ヤクスギランド 紀元杉・千尋の滝） 

3月16日（金） 

種子島研修（種子島宇宙センター 鉄砲館 種子島） 

3月17日（土） 

桜島研修（火山活動研究センター） 

 

 

 

 



３．成果と課題 

 (1) 成果 

事後アンケートでは多くの生徒がサイエンスツアーを大変有意義なものとしてとら

えていることが分かった。１年次生は，昨年まで行っていたつくば研究学園都市の研

修から，今年度は国立極地研究所，ぐんま天文台，渡良瀬遊水地のより身の回りの環

境に即した研修とした。望遠鏡の仕組みやフィールドで観察する絶滅危惧種など，自

分の目で見えるものが多くなることで，生徒の興味・関心をより高めることができた。

ぐんま天文台では曇天のために望遠鏡を使った観測はできなかったが，事後に実施し

たアンケートでは「来年の 1 年生にもおすすめしたいか」の質問に肯定的な回答が

100％であった。 

２年次は，昨年までのスーパーカミオカンデに代わり，核融合科学研究所での講義・

施設見学をした。未来のエネルギーについて知り，現在のエネルギー問題解決の可能

性を考えることができた。また，屋久島・種子島・桜島を見学するツアーでは，自然

に触れる中で，その広大さを肌で感じ，生命の神秘に触れた。さらに，種子島宇宙セ

ンターでは，人類が目指す宇宙への挑戦を目の当たりにし，科学に対する興味や関心

が高まったという感想をもった生徒が多かった。 

 

(2) 課題 

昨年度の課題にも，事前学習の時間の確保があげられていたが，今年度のアンケー

トも事前学習が「あまり充分でなかった」と答えた生徒が 40％程度いた。1 年次生で

は初めてのサイエンスツアーだったこともあり，事前学習の重要さが伝わりきれてな

かったようだ。事後学習では iPad を使用した発表を今年度も実施しているので，今後

も事前学習・見学・発表のサイクルを確立させるよう徹底させていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   サイエンスツアーⅠ                         サイエンスツアーⅡ 

   ぐんま天文台                 核融合科学研究所 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    サイエンスツアーⅡ             サイエンスツアーⅣ 

    基礎生物学研究所               屋久島（昨年度） 



Ｒ サイエンスラボ 

 

１．仮説 

 大学での研究活動の体験を通して，大学・研究者との距離が縮まり，研究者への意識が

一層向上する。研究題材，研究方法の実際，研究結果の検討等を通して研究遂行の資質や

創造性を高めることができ，課題研究等の取り組みに良い影響が表れる。 

 

２．内容と方法 

 (1) 内容 

長期休業を利用して大学に赴き，大学側の指導のもと設定されたテーマに沿って研究を

進める。必要に応じて訪問前に課題を提示し，事前学習を実施する。研究を進める上で必

要となる知識を実験前に講義していただく。また，得られた研究結果等は後日報告書をま

とめることによって更なる定着を図る。事前事後の学習を含め，単位認定を目指した集中

講座とする。訪問大学として，１年次生は山梨県立産業技術短期大学校，２年次生は首都

大学東京，（株）ネモト・ルミマテリアル,東京大学,３年次生は山梨大学で実習や施設見

学を行い，講義を受けた。 

 

 (2) 方法 

 ① 対 象  ＳＳＨコース １・２・３年次生 その他の希望者 

 ②  実施内容 

 実 施 内 容 

７月 

２８日 

（金） 

１年次生（３５名） 「山梨県立産業技術短期大学校」＊産技短  
「数値制御工作機械（ＮＣ旋盤）とプログラミング」 

             生産技術科   准教授 松田  剛   准教授  
「Scratch によるモンキーハンティングのシミュレーション」  

             情報技術科   准教授 安本 岳志 准教授  
「ラズベリーパイを使用したプログラミング」  

             電子技術科   講師  飯田 幸美 講師  
８月 

２１日 

（月） 

２年次生  
「首都大学東京」 :  大学概要説明，キャンパス見学 

「(株)ネモト・ルミマテリアル」 

講義「蓄光蛍光体について～理論・製造工程・応用例～」 

 工場見学,実習「蛍光体の作成」 

 ８月 

２２日 

 （火） 

 

 

２年次生 「東京大学」 

１，講演「重力波って何？」宇宙線研究所 衣川智弥 特任研究員 

２，講演「太陽系外惑星探索 第２の地球を探せ」 

理学研究科 藤本征史（日本学術振興会特別研究員） 

３，講演「海外における研究活動について」 

理学研究科 鵜山太智 （日本学術振興会特別研究員） 

講義終了後 ３名の講師との座談会 

８月 

１８日 

 （金） 

 

 

３年次生 「山梨大学工学部・生命環境学部」 

・化学系講座「環境・エネルギー問題と太陽電池」講演 

「天然色素で太陽電池を作ろう」実験 工学部 佐藤 哲也 准教授 

    「身近な蛍光色素の混合による白色発光の観察」講演・実験  

工学部 小川 和也 准教授 

・生物系講座「腔粘膜細胞，ヒト iPS 細胞の観察と核染色」講演・実験 

生命環境学部  大貫 善嗣 助教 



３．成果と課題 

(1) 成果 

今年度，サイエンスラボに参加した生徒に対して興味や姿勢，能力などの向上に役立

ったと思うかを尋ねた調査結果の割合は次のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味に関しては年次が上がるにつれて強くなる傾向があるが，取り組む姿勢に関して

は全体的にやや低くなり，一部の質問では年次が上がると取り組む姿勢が顕著に減少し

ている項目もある。 

 

(2) 課題 

 サイエンスラボの実施で興味・関心を高めることはできてきたが，一方で取り組む

姿勢に関しては肯定的な回答の割合が低くなっている。高学年になるにつれて自然科学

の現象をより詳細にまた法則などで数量的に扱うことが難しくなり敬遠される傾向が

あると判断できる。サイエンスラボの実施前後に，見聞する項目・分野の予習復習を行

わせ，学んだ内容を発表する機会を設けるなどして発表する力を身に付けさせる等が改

善・検討できる部分と考える。 

 

 

１年次生（産技短）          ２年次生（東京大）     ３年次生（山梨大） 

 
プログラミング実習    「重力波ってなに？」講義 「天然色素で太陽電池を作る」

実験 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 未知の事柄への興味

(2) 科学技術、理科の理論・原理への興味

(3) 理科実験への興味

(4) 観測や観察への興味

(5) 学んだことを応用することへの興味

(6) 社会で科学技術を正しく用いる姿勢

(7) 自分から取り組む姿勢

(8) 周囲と協力して取り組む姿勢

(9) 粘り強く取り組む姿勢

(10) 独自なものを作り出そうとする姿勢

(11) 発見する力

(12) 問題を解決する力

(13) 真実を探って明らかにしたい気持ち

(14) 考える力

(15) 結果を発表し伝える力

(16) 国際性

(17) 科学的な理解の深まり

１年次

２年次

３年次



Ｓ サイエンスステップ 

 

１．仮説 

 「サイエンスステップ」では，小学生を対象に体験科学教室を実施する。この事業に

より地域の小学生・中学生の科学に対する興味・関心を高めることができる。さらに本

校生徒が講師として参加することで，伝える力，協同する力などを向上させることがで

きる。また，本校のＳＳＨの様々な取組みが地域住民に認知され，小中学校の教員や保

護者の科学に対する興味・関心も高めることで，理科好きの児童を育成し，将来の科学

者の輩出につなげることができる。 

 

２．内容と方法 

 (1)  内容 

本校周辺の山梨市，甲州市，笛吹市の小学生を対象とした「科学教室」を行う。本

校生徒が指導者になり，小学生に実験・工作・観察の楽しさや面白さを体感させるこ

とで科学への興味関心を高める。ティーチングアシスタント（ＴＡ）として同地区の

中学生が参加し，高校生と一緒に指導を行う。中・高校生が小学生に実験方法を説明

したり，科学の面白さや楽しさを伝えることにより，伝える力や協同する力を向上さ

せる機会となる。さらに，異校種異年齢間のふれあいを通して，地域の教育活動の活

性化を図る。 

 

 (2)  方法 

 ①対象   

   受講生：本校周辺の山梨市，甲州市，笛吹市の小学校児童 

   Ｔ Ａ：本校周辺の山梨市，甲州市，笛吹市の中学校生徒 

  ②実施内容 

    ７月２２日（土）午前:中学生との準備 午後:科学教室 

   物理分野:①ふしぎな金魚  ②変な転がり 

   地学分野:①こはくストラップを作ろう！ 

 ②太陽と地球 

   数学分野:①ハノイの塔   ②糸かけ曼荼羅をつくろう！ 

   生物分野:①タマゴの秘密   ②白い葉っぱを見てみよう 

        ③トウモロコシに隠された数の秘密 

   化学分野:①芳香剤をつくろう ②溶解ウォッチ 

 ③気体に期待!? 

 

３．成果と課題 

 (1)  成果 

 参加人数は，小学校高学年４４名で昨年度よりやや減少した。昨年度までは低学年か

ら高学年の１００名を越える児童が参加したため，高学年に限定して実施した影響が大

きかったものと考えられる。中学生は２３名が参加し，各分野に分かれて TA として活動

することができた。 

 小学生のアンケート結果（図１）を昨年度と比較すると，「実験内容は難しかった」

の肯定的意見は減少し，それ以外の項目はいずれも肯定的な意見が上昇した。高学年の

児童が参加するようになったことも一因であろうが，特に「高校生の説明は判りやすか

った」で著しい上昇がみられたのは，昨年度までの反省から説明の方法を高校生が工夫

するように改善したことの成果であると考えられる。「高校生の説明が分かりやすくて，

理解できた。知らないことも，もっと考えようと思えた。」などの記述もあり，単に科

学を楽しむだけでなく，児童にも考える機会を設定したことで，児童の資質・能力向上

につながったと考えられる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図１． 小学生アンケート結果 

 

 今年度の新たな取り組みとして，地域の中学生にＴＡとして参加してもらい，中学生

の科学に対する資質・能力の向上を図った。 

 中学生のアンケート調

査結果は図２のとおりで

ある。サイエンスステップ

への参加によって，資質・

能力の向上に一定の成果

が得られたと考えられる。 

「分かりやすく説明する

のが難しかった。１回目

に説明した時より，２回

目の方が工夫して説明す

ることができた。」など 

中学生が努力して成長し

ている様子の分かる記述

も見られた。 

 小学生の保護者のアン

ケート調査結果は図３の

とおりである。やはり，

資質・能力の向上に一定

の成果が得られたと考え

られる。「子供に科学の

原理を教えるのは難しい

ので大変だったと思う。

昨年までの方式よりも， 

１つのブースをしっかり見れて良かった。」など，昨年度よりも肯定的な記述が多く見

られ，事業内容の改善の成果が出たと考えられる。 

 本校生徒へのアンケート調査結果では，「理科実験への興味」「自分から取り組む姿

勢」「周囲と協力して取り組む姿勢」の向上が特に見られた。また，自由記述の内容で

は「リーダーシップ」「伝える力」「コミュニケーション能力」が多く挙げられ，高校

生にとっても非常に効果の高い事業であることが裏付けられた。 

 

 (2)  課題 

 今年度のサイエンス・ステップでは，生徒の資質・能力の向上に焦点を当てて実施す

ることで，より効果的に実施することができた。小学生への説明方法の工夫や中学生と

の連携の取り方など，さらに改善できる部分があるので，次年度はその具体的な改善策

を探りたい。また，この事業を通じて地域に対する効果をさらに高められるよう，小・

中学校との連携を深めることも課題である。 

図２． 中学生アンケート結果 

図３． 保護者アンケート結果 



Ｔ サイエンスジャンプ  

１．仮説  

「サイエンスジャンプ」では，中学生を対象とした自然科学教室や出前授業を実施する。これ

により参加した中学生の科学に対する興味・関心や科学的思考力を高めることができる。 また，

本校生徒が「サイエンスジャンプ」に講師として参加することで，伝える力，コミュニケーショ

ン能力を向上させることができる。これらの事業を通して，理科好きの裾野を広げるとともに，

ＳＳＨの取り組みが理解され，地域における役割を果たすことができる。  
 
２．内容と方法  

(1) 内容  

本校周辺の中学校と連携し，「体験授業」や「出前授業」を行い，中学生に科学の楽しさや

面白さを体感させる。本校職員，生徒が指導者となり，中学生に理科実験や数学の協同的問題

解決を経験させ，科学への興味関心を高めることを目的とする。これらの体験により「科学へ

の興味関心」の高揚を図り，ＳＳＨとして「科学の面白さ」を発信する。また，異校種，異年

齢間のふれあいを通して，地域の活性化，教育力の向上を図る。高校生が中学生に対し，実験

や研究内容等を伝えることにより，学力を定着させ，プレゼンテーション能力を磨くことがで

きる。  

(2) 方法  

① 体験授業対象  近隣中学校生徒  

② 体験授業実施内容・参加人数  
 
 
 
 
 
 
３．成果と課題  

(1) 成果  

参加中学生のアンケート結果から，98%以上の生徒から「大変よかった」「よかった」と

いう肯定的な回答が得られた。「授業に楽しく参加でき，説明も分かりやすかった」「SSH が

どのような授業をしているのか実際に体験できて良かった。」など，多くの肯定的感想があっ

り，高校生の伝える力，コミュニケーション能力が向上していると考えられる。また，「ＳＳ

Ｈにとても興味がわいた」という意見もあり，地域における役割を果たす事業として効果が

あったと考えられる。 

(2) 課題  

サイエンス・ジャンプとして「体

験授業」と「出前授業」を計画して

いるが，中学校へ出向く出前授業の

受け入れが得られていない。次年度

以降は，中学校との連携をさらに深

め，実施回数を増やすことにより，

さらに効果の高い事業へと改善する

ことが必要である。 

SS 数学 不思議な展開図 40 名 
SS 理科 音を見る!? 73 名 

食べたものはどこからでてくるか!? 39 名 
石灰岩に隠された記憶 16 名 



Ｕ サイエンスアカデミー

 

１．仮説

  「サイエンスアカデミー」では，

象とした講演会や課題研究発表会を開催することにより，ＳＳＨの様々な取り組みがＰ

ＴＡ，地域住民に理解され，興味関心を高めることができる。

 

２．内容と方法

(1) 内容

本校ＯＢ人材バンクから第一線で活躍する研究者・技術者や著名な科学者を講師とし

て招聘し講演会を行う。

 

(2) 方法

① 

② 

第１回サイエンスアカデミー

日時：平成２９年１２月９

講座：

講師：

 

３．成果と課題

(1) 成果

第１

アンケート結果は，

では「

明していただき，先生の

程式について高校生にもわかりやすく教え

ていただいた

などの関わりについてお話しいただ

１・２年生にとっては微分についての知識

が少な

と若干低いが，分かりやすく例を挙げて説

明していただき，

レベルで話を進めていただけた

学に興味を持った

が楽しみ

の向上が見られた。

座談会を行い講演内容や研究内容について

の質問だけでなく

にも答えていただき大変盛り上が

的態度の向上も見られた。

 

(2) 課題

このような講演会により，生徒の興味関心を深め

度の向上やキャリア形成能力の

引き続き参加できる体制を整え，知の拠点校としての役割を担っていきたい。

サイエンスアカデミー

１．仮説 
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象とした講演会や課題研究発表会を開催することにより，ＳＳＨの様々な取り組みがＰ

ＴＡ，地域住民に理解され，興味関心を高めることができる。
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第４章 実施の効果とその評価 

 

１．ＳＳＨ事業全体の評価 

ＳＳＨ主対象生徒にＳＳＨ事業全体についてアンケート調査を行った（下図）。３年次

の生徒について昨年度の同生徒の結果と比較すると，各資質・能力について全体的な向上

が見られた。特に顕著な向上が見られたのは，「自分から取り組む姿勢」「発見する力」

「問題を解決する力」「考える力」「結果を発表し伝える力」であり，いずれも向上した

という回答が９７％～１００％に達している。 

 

      平成２８年度２年次  平成２９年度３年次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの資質・能力について，特に効果のあ

った事業として挙げられたのが課題研究であっ

た（右図）。ＳＳＨの各事業によって向上した

資質・能力の種類は個人差が大きいが，課題研

究については多くの資質・能力にわたって向上

させる効果があり，さらに「ＳＳを付した理数

系科目」などと比較しても値が高いことがわか

る。 

本校ではＳＳＨの各事業の中心に課題研究

をおいているが，各事業の有機的な結びつき

によって事業全体の効果を高めることができ

ると考えられる。 

 

また，全校生徒対象の学校評価アンケート

で，「ＳＳＨの取組が学校の活性化に生かさ

れている」という質問に対しての過去４年間

の経年比較は，次のとおりであった。年次を

追うごとに肯定的な回答の割合が増加して

きていたが，今年度はこれまで変化の少なか

った１年次における肯定的な回答の割合が

８０％を超えた。これは，今年度から１年次

全体で学校設定科目「ＳＳⅠα・β」を実施

し，課題研究を行った成果であると考えられ

る。 

 

課題研究が各資質・能力の向上に 

役立ったと回答した生徒の割合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＳＳＨ事業への教員・保護者の評価 

過去４年間の教員および保護者への学校評価アンケート結果は下図のとおりであ

る。今年度特に顕著な成果として見られるのが，「ＳＳＨの取組が，学校の活性化に

生かされている」という質問に対する教員の肯定的な回答の増加である。その背景に

は，学校設定科目「ＳＳⅠα・β」の実施により教員の指導体制が充実したことや，

アクティブラーニング，評価の校内研修会を実施したことなどの事業改善があると考

えられる。この結果について，学校評議員からは「内部体制の整備としては，非常に

良い傾向」「ＳＳＨが本校に定着しており，今後も生徒が積極的に参加したくなるカ

リキュラムの継続を」「ＳＳＨを前面に押し出した他校との差別化も可能となり，本

校の魅力ある教育を地域に発信していくべき」などの評価を受けている。 

保護者からの評価については，例年とほぼ同様の回答結果が得られている。生徒の

教育活動を支える保護者のＳＳＨに対する興味・関心を高めることは，ＳＳＨの各事

業の教育効果を高める上でも重要である。本年度から，ＳＳＨ事業を始めとした教育

活動を学校ホームページに即時配信しているが，保護者に対してより効果的な情報発

信を検討する必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

 

１．ＳＳＨ推進委員会 

 ＳＳＨ事業の実施計画の内容や生徒の指導方針等について協議し，本校ＳＳＨ事業の運営を支える

中心的な役割を果たす委員会となっている。毎月１回の委員会を開催している。教頭，ＳＳＨ推進係

の他に，各年次主任，教科主任，課題研究担当者および各ＳＳＨクラス正副担任の２５名で構成され，

校内において最大規模の委員会となっている。 

 

２．ＳＳＨ運営指導委員会 

年間３回の委員会を開催している。７月には年間計画の内容や予算について，１２月には中間報告

としてＳＳＨ事業や予算の執行状況に対し，運営指導委員の先生方から指導・助言をいただいている。

今年度は第２期１年目にあたり，新たな取り組みについての指導・助言もいただいた。２月には本校

のＳＳＨ研究発表会と併せて運営指導委員を開催し，課題研究の在り方，地域との連携，指導・評価

の方法等について指導・助言をいただいている。運営指導委員の中には，本校での講座の講師，訪問

研修を担当していただいている委員もおり，直接生徒に触れる機会もあり，運営指導委員会の場だけ

でなく，その都度貴重な意見や指導・助言をいただいている。 

 

３．その他 

学校評議員会は，地域関係諸機関の代表者および有識者の５名で構成され，年間２回の委員会を開

催している。この委員会にも，ＳＳＨ事業の推進状況や生徒・保護者アンケートの結果等を報告し,

その都度貴重な意見や指導・助言をいただいている。 
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ＰＴＡ
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（支援）科学技術

振興機構

山梨県教育委員会

ＳＳＨ運営指導委員会



第６章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 

１．研究開発実施上の課題 

(1) 課題研究の拡大・深化と授業開発による論理的思考力の向上 
  来年度は，学校設定科目「ＳＳⅠα」「ＳＳⅠβ」からの継続科目である「ＳＳⅡα」「ＳＳⅡβ」を開講

する。ＳＳⅡの年間計画については，既にワーキンググループにより組まれているが，その詳細な実施

内容については，実施前，実施中を通じて検討を重ねる必要がある。具体的には，部活動に関する

内容をテーマにする場合や，科学技術のみならず学際的な内容をテーマにする場合などの指導方法

などである。ＳＳⅠよりも多岐にわたるテーマに対応しつつ，課題研究で生徒が得られる成果を向上さ

せられる指導体制の構築が最も重要な課題である。 

  「ＳＳを付した理数系科目」では特に評価およびＩＣＴの活用に関する研究開発を積極的に行い，そ

の成果の普及に努めるとともに，課題研究との有機的な接続をより図っていく必要がある。今年度の実

践により，アクティブラーニングについては教員の興味関心，具体的方法の理解，実施への自信が伸

びを示したが，評価については同項目についての伸びが比較的小さかった。評価については，ＳＳⅠ

や一部の教科でポートフォリオ評価を積極的に活用しており，ルーブリック評価と併せて活用方法の

研究を推進し，それらを有効活用できるように改善する必要がある。また，それらの成果を課題研究の

実施に反映させたり，授業を通じて身につけさせる資質・能力を課題研究に必要なコンピテンシーとリ

ンクさせるなど，教育課程全体の有機的な結びつきを図るようにする。さらに，授業等におけるＩＣＴ，教

育情報コンテンツについても，有効活用しているという回答は７９％にとどまっており，これらの活用を普

及させる方法についても検討が必要である。 

(2) 課題研究の充実による地域の「知」の拠点の役割の拡大と協働性の向上 

  「サイエンスステップ」では，実施形態の変更により，小・中・高校の各生徒にとって効果の高い事業

へと改善することができた。一方で，時間設定や講座間の受講生数のばらつき，高校生・中学生の役

割分担など，検討すべき内容も残っている。「サイエンスジャンプ」では，高校生に対しての事業目的を

より焦点化し，中・高校の双方の生徒にとって有益なものとする必要がある。どちらの事業も年間複数

回の実施は難しいのが現状であるが，実施の要望の高いものであるため，出前講座など場所，時間，

規模を変えての実施も検討の余地がある。 

 山梨県立産業技術短期大学校と連携をサイエンスラボから他事業にも拡大するなど，地域の教育機

関・研究機関との連携を継続・強化し，課題研究における地域連携を推進する必要がある。 

  課題研究の実施においても地域との連携を継続するとともに，生徒の協働性，社会性などを育成で

きるようにする。具体的には，英国 KLB School との交流や海外研修などによって地域の知力を国際的

な課題の解決につなげるグローカルな視点での探究活動を行うことなどである。 

２．研究開発の方向性 
(1) 課題研究の拡大・深化と授業開発による論理的思考力の向上 

  課題研究を全校生徒が３年間を通じて実施できるよう，年次進行で体制を整える。「ＳＳⅡα」「ＳＳ

Ⅱβ」の実施状況やその成果を「ＳＳⅠα」「ＳＳⅠβ」の実施計画にフィードバックすること，さらには再

来年度開講する「ＳＳⅢ」との接続を検討することも必要である。３年間の課題研究指導が効果的な結

びつきを持てるように計画改善を継続する。 

  アクティブラーニング・評価に関する研究開発を積極的に推進する。それぞれについて，校内の職員

間での研修や外部講師を招聘しての研修などを，生徒の状況を把握しながら実施する。また，課題研

究の成果の評価に基づいて，教科の授業における指導・評価方法の改善を推進する。 

(2) 課題研究の充実による地域の「知」の拠点の役割の拡大と協働性の向上 

  「サイエンスステップ」「サイエンスジャンプ」では，実施方法の改善により小・中学校との連携を深める。

課題研究の実施においても地域との連携を継続するとともに，海外研修など新しい取り組みの実施に

より，グローカルな視点での探究活動を行えるようにする。 

３．成果の普及 
  研究発表会等において，本校の研究開発の成果を他の高等学校教員等に発表し，各学校におけ

る教育課程改善に資する。課題研究においては，地域の産業における課題の解決を目的とした研究

を行い，地域に密着した研究を推進し，その研究成果を地域に還元する。また，体育局・文化局部活

動に関連したテーマの課題研究を行い，研究成果を部活動内での活用のみならず，地域の小中学

校と共有する。小・中学校や大学・大学校等との連携事業の推進により，SSH 関連事業における効果

の向上と成果の共有を図る。また，ホームページ，広報誌等によって，成果の広報活動を行う。 



❹関係資料　１．平成２９年度教育課程表
教科 標準単位

国語総合 4 5 5

国語表現 3 2(3) 3(4)

現代文Ａ 2

現代文Ｂ 4 3 2 2 3(3) 2(2) 2(2)

古典Ａ 2

古典Ｂ 4 3 3 3

※ 古典講読α 3(4) 3(4) 3(4)

※ 古典講読β 2(4▲/2▼) 2(4▲/2▼)

※ 国語概論 2(4)▲

※ 国語課題研究 1(4)▼

※ 国語課題探究 1(4)▼

世界史Ａ 2 2 2

世界史Ｂ 4 4 4(4)

日本史Ａ 2 2

日本史Ｂ 4 4 4(4)

地理Ａ 2 2 2

地理Ｂ 4 4 4(4)

※ 世界史研究 1(2)▲

※ 日本史研究 1(2)▲

※ 地理研究 1(2)▲ 2(3) 2(3)

※ 世界の地理・歴史研究 1(2)▼

※ 歴史地理課題研究 1

現代社会 2 2 2 2

倫理 2 2(3)

政治・経済 2 2(3) 2(3)

※ 現代社会研究 2(3)

※ 倫理・政治経済研究 3(3▲/5▼) ♯▼ 3(3▲/5▼) ♯▼ 3(3▲/5▼) ♯▼

※ 現代社会課題研究

数学Ⅰ 3 4

数学Ⅱ 4 4 5

数学Ⅲ 5 7(8)

数学Ａ 2 2

数学Ｂ 2 2 2

数学活用 2

※ ＳＳ数学Ⅰ 6 6

※ ＳＳ数学Ⅱ 7 7 7

※ ＳＳ数学Ⅲ 7 7(8) 7(8)

※ 数学Ⅱ研究 4(4) 4(4)

※ 数学Ｂ研究 3(4) 3(4)

※ 総合数学α 3(6)▲

※ 総合数学β 2(6)▼

※ 数学探究 2(3)

※ 数学研究 1(4)▼

科学と人間生活 2

物理基礎 2 2▲

物理 4 2▼ 4(4)

化学基礎 2 2

化学 4 3 3(4)

生物基礎 2 2 2▲

生物 4 2▼ 4(4)

地学基礎 2 2

地学 4 3 3(4)

理科課題研究 1

※ ＳＳ理科α 2 2

※ ＳＳ理科β 2 2

※ ＳＳ物理Ⅰ 4 4 4

※ ＳＳ物理Ⅱ 3 3(4) 3(4)　

※ ＳＳ化学Ⅰ 3 3 3

※ ＳＳ化学Ⅱ 4 4(4) 4(4)

※ ＳＳ生物Ⅰ 4 4 4

※ ＳＳ生物Ⅱ 3 3(4) 3(4)　

※ ベーシック化学 1 1(2)

※ ベーシック生物 2(2)

※ ベーシック地学 1 1(2) ♯

※ 物理学研究 2(3)

※ 化学研究 2(3)

※ 生物学研究 2(3)

※ 地学研究 2(3)

※ 地球環境学

体育 7～8 3 3 2 2 2 2(2) 2(2) 2(2)

保健 2 1 1 1 1 1

※ スポーツα 2(4)▲

※ スポーツβ 1(4)▼

※ スポーツγ 2(4)▲

※ 球技 2

※ 現代のスポーツ 1(4)▼

※ スポーツ科学 4

※ レクレーショナルスポーツ 2(3)

※ 体育課題研究 1(2)▼

音楽Ⅰ 2 2 2

音楽Ⅱ 2 2(4)▲

音楽Ⅲ 2 1(4)▼

美術Ⅰ 2 2 2

美術Ⅱ 2 2(4)▲

美術Ⅲ 2 1(4)▼

書道Ⅰ 2 2 2

書道Ⅱ 2 2(4)▲

書道Ⅲ 2 1(4)▼

◎ ソルフェージュ 2 2(4)▲

◎ 素描 2 2(4)▲ 2(3)

※ 音楽実技 1(4)▼

※ 演奏研究 4

※ 現代美術 1(4)▼

※ 美術研究 4

※ 応用の書 1(4)▼

※ 鑑識鑑賞 4

※ 実用の書

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 3(4) 3(4) 3(4)

英語表現Ⅰ 2 2 2

英語表現Ⅱ 4 3 3 2 3(3) 2(2) 2(2)

英語会話 2

◎ 英語理解 3 2(4)▲ 2(3)

◎ 時事英語 2 1(4)▼

※ 実用英語α 2

※ 実用英語β 1(4)▼

家庭基礎 2 2 2 2

◎ 子どもの発達と保育 4 2(3)

◎ フードデザイン 4 2(4)▲ 2(3)

◎ 課題研究 1 1(2)▼

※ 調理研究 1(4)▼

社会と情報 2 2

情報の科学 2 1

※ ＳＳ基礎 2

※ ＳＳ探究Ⅰ 2 2

※ ＳＳ探究Ⅱ 1 1(1)

※ ＳＳⅠα 1 1

※ ＳＳⅠβ 2 2

※ ＳＳⅡα 1

※ ＳＳⅡβ 2

※ ＳＳⅢ 1

学校外 ※ 知のフロンティア 1

の学修 ※ プログラミング基礎 1

特活 ホームルーム活動 3

3～6

注１）
注２）
注３）
注４）
注５）
注６）

２年次

普通 ＳＳＨ ＳＳＨ

30

0

1

30

1

1

３年次

文 理

２年次ＳＳＨクラスおよび理系クラスは｢SS物理Ⅰ｣｢SS生物Ⅰ｣を｢物理基礎｣｢生物基礎｣の代替科目とする。
「情報の科学」の１単位はSSHクラスの履修であり、「SSⅠβ」を「情報の科学」の1単位に読み替える。また、｢SSⅠα｣「SSⅠβ」｢SSⅡα｣「SSⅡβ」｢SSⅢ｣を｢総合的な学習の時間｣の代替科目とする。
表中の数字に添えたアルファベット・漢字は同時開講を示す。また、▲は前期履修科目、▼は後期履修科目を示す。
科目名の◎は専門科目、※は学校設定科目である。

１年次

35

0

1

ＳＳＨ文 理

35

1

1

35

1

SSHクラスは｢SS数学Ⅰ｣を｢数学Ⅰ｣の、｢SS理科α｣｢SS理科β｣を｢化学基礎｣｢地学基礎｣の代替科目とする。
３年単位数の欄については週当たりの授業時数３５コマ、1単位時間４５分で実施しているものを、週当たりの授業時数３０時間、1単位時間５０分に換算している。斜体は増コマの科目である。１・２年については４５分３９週実施で記入している。
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３．アンケート結果 

 

(1) ＳＳＨの活動による理数系教科・科目への関心の高まり（ＳＳＨクラス生徒） 

 今年度の各年次の回答および前年次平均の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 各資質・能力の向上に役立ったと回答した生徒の割合（３年次ＳＳＨコース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) ＳＳＨ事業全般による達成の程度（ＳＳＨコース生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)アクティブラーニング・評価 職員相互研修会の実施前後における教員の変容 

 

   アクティブラーニング            評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目の程度について０～１０の段階で自己評価。□は平均値，バーは最大～最小の範囲。  

 

 

 

 

 

質問項目 

・科学に対する興味関心が高まった 

・研究に対するモチベーションを高められた 

・効果的なプレゼンテーション技術を体得することがで

きた 

・学問・進路・職業を考える上で役立てられた 

・総合的な自分自身の取り組みの努力 

 



４．教育課程上に位置づけた課題研究において生徒が取り組んだ研究テーマ一覧

SSⅠα SSⅠβ および SS探究Ⅰ

分野 研究発表テーマ 分野 研究発表テーマ

1 富士信仰の未来 1 糸かけ曼荼羅と素因数分解

2 富士山の噴火と防災 2 サッカーと相関係数

3 溶岩はどのくらいの地形を埋め，現在の地形になったか 3 リニア中央新幹線における数学的考察

4 富士山付近の環境 1 筋肉痛にならないためには

5 富士山の世界遺産登録までの道のり 2 条件による摩擦力の違い

6 なぜ富士山が日本一の高さになったのか 1 日川高校周辺の水質調査

7 富士山のカラマツ 2 炭酸水素ナトリウムの性質

8 富士山の歴史とこれから 3 タンパク質の熱変性について

1 教育・やる気にさせる声掛け 4 桃と染色

2 救おう！子どもの貧困 1 草生栽培の普及に向けて～ヒメイワダレソウに注目して～

3 山梨とアメリカの教育制度・方法の違い 2 マリーゴールドの殺線虫効果

4 生徒の学力向上～教育から見た目線～ 3 害虫が農業に及ぼす影響と対策

5 観光客のための道づくり 4 植物の成長を促進させる農薬

6 西関東道路について 1 GOOD灰～火山灰がもたらすメリット～

7 環境にやさしい道づくり 2 溶岩樹形

8 安心で安全な道づくり 3 ふたご座流星群の観測

1 減少する農家 4 土砂崩れの発生条件について

2 農家は冬の間 何をしているのか SS探究Ⅱ

3 キャラクターを利用する農家

4 リニアにおける環境被害 1

5 リニアにおける観光客の推移 2

6 リニアにおける科学技術と安全性 3

1 食べ物からの観光客増加 4

2 観光客とSNS 5

3 外国人に山梨を楽しんでもらうためには 6

4 山梨県の宿泊問題 7

5 提案！学生ボランティア 8

6 山梨の交通課題 9

1 水の循環 10

2 飲料水を作るのに適切な条件 11

3 山梨の水について 12

4 サントリー飲料水について 13

5 軟水と硬水 14

6 水の種類 15

7 地下水について 16

8 地球の水の循環 17

1 Sportsおりんぴっく 18

2 東京オリンピックについて 19

3 東京オリンピック 20

4 オリンピック 21

5 BMXと東京五輪 22

6 医療福祉 23

1 ワインの歴史 24

2 ワインの歴史 25

3 ワインに使われるぶどうの種類 26

4 山梨のワインと世界のワイン 27

5 ワインの製造方法 28

6 ワインの作り方 29

7 ワインの名前のつけ方 30

31

32

33

34

35

36

37

光触媒について

食パンのカビについて

ユニフォームの色によるスポーツと心理学

数学

化学

生物

地学

イオン化傾向について

ほうれん草の栄養素

情報伝達

相手から情報を引き出す技術

マリーゴールドの再利用

青色と食欲の関係性

感情と時間知覚

機体の分離と安全性

日本人の英語発音

歯と唾液の関係性と知覚過敏

子ども虐待における発生原因と現状

水道水中の塩素濃度

快適な睡眠を得るためには

ボールの飛距離と身体的違いの関係

色素の分離

虫歯の原因と進行について

医療知識のウソ・ホント

カエルの変色

培養肉の生成

カナメモチの発育の違い

圧電効果による発電

農薬と河川の水質との関係性

渋滞学～教室からの脱出にかかる時間～

鉄筋コンクリート～強度の違い～

知識と記憶の関係

液体金属による脆化

バレーボールの種類の違いと流体力学について

数学を学ぶことの重要性

問題を解く順番と得点の関係性

富
士
山

教
育

司
法
・
行
政

農
業

リ
ニ
ア

・
工
業

自転車と空気抵抗の関係

ス
ポ
ー

ツ
科
学

・
医
療
福
祉

観
光

ワ
イ
ン
・

地
場
産
業

水

物理

研究発表テーマ

オーキシンの促進と物理的阻害によるカイワレダイコンの成長

日川テニスコート改良計画

音そのものに意味はあるか

共振と固有振動数～ビルの倒壊について～



課題研究の充実・発展 

  全校生徒でＳＳⅠ～Ⅲを実施 

  課題発見力・解決力の向上    キャリアプランニング能力の育成 

山梨県立日川高等学校 第２期スーパーサイエンスハイスクール 

変化する社会の中で新たな価値の創造に向けて挑戦し続ける人材の育成 研究開発課題 

 ◇ 学びに向かう力と優れた人間性を備え、社会の変化に気づくことのできる生徒 

 ◇ 主体的に課題を発見し、科学的に解決する思考力・能力を備えた生徒 

 ◇ 地域の知力を国際的な課題の解決につなげるグローカルな視点を持った生徒 

 

論 

理 

的 

思 

考 

力 

の 

向 

上 

 SS理科・SS数学 
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科学講演会・フェロー講演会・サイエンスアカデミー 

サイエンスツアー・サイエンスラボ・KLB交流発表会 

         科学への関心の向上  プレゼンテーション能力の向上 

 第１期の成果  論理的思考力の強化  アクティブラーニングの実践 

         地域の小中学生の科学への関心の向上 

         各事業と課題研究を有機的に結びつける方法の開発 

 第１期の課題  生徒の変容把握と事業改善のための評価の開発 

         地域の現実的な課題に対応した探究活動の実施 
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高い専門性を活かした

自然科学研究 

研究分野・グループの拡大 
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(専門分野) 
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(学問分野) 
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(地域の産業・職業) 
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〈個人研究〉 
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